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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成25年8月8日(2013.8.8)

【公表番号】特表2012-530703(P2012-530703A)
【公表日】平成24年12月6日(2012.12.6)
【年通号数】公開・登録公報2012-051
【出願番号】特願2012-516072(P2012-516072)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 209/44     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 217/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 417/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 413/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 413/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 417/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 417/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 403/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 223/16     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 217/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 413/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 409/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4725   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/472    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4035   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/55     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 209/44    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ 401/06    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 217/06    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 417/06    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 413/06    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 405/06    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 413/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 401/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 417/14    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 417/04    　　　　
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   Ｃ０７Ｄ 403/06    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 223/16    　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｄ 223/16    　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｄ 217/04    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 413/14    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 409/06    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4725  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/472   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4035  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/55    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０５　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｐ  37/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ   7/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年6月19日(2013.6.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
化学式（Ｉ）の化合物：
【化１７５】

またはその薬学的に受容可能な塩であって、
　ここで：
　ｐは０でありかつｑは３もしくは４であるか、またはｐは１でありかつｑは２もしくは
３であるか、またはｐは２でありかつｑは１もしくは２であり；
　Ｇは－Ｒ３、－Ｖ１－Ｒ３、－Ｖ１－Ｌ１－Ｒ３、－Ｌ１－Ｖ２－Ｒ３、－Ｌ１－Ｒ３

、または－Ｌ１－Ｖ２－Ｌ２－Ｒ３であり；
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　Ｌ１およびＬ２は各々独立して非置換もしくは置換Ｃ１～３アルキレン鎖であり、ここ
で、１個の炭素原子が－ＣＲＡ＝ＣＲＡ－で置き換えられてもよく；
　Ｖ１は－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｓ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－
、または－Ｓ（Ｏ）２－であり；
　Ｖ２は－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｓ）－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－
、－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｃ（Ｏ）－、－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－ＳＯ２－
、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２

－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－
Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－、または－Ｎ（Ｒ４ａ）－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ４ａ）－であり
；
　Ｒ３は非置換もしくは置換Ｃ１～６脂肪族、または非置換もしくは置換３～１０員脂環
式、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する
非置換もしくは置換４～１０員ヘテロシクリル、または非置換もしくは置換６～１０員ア
リール、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有
する非置換もしくは置換５～１０員ヘテロアリールであり；
　存在するＲＡの各々は、独立して、水素、ハロ、または任意に置換されたＣ１～４脂肪
族基であり；
　存在するＲ４ａの各々は、独立して、水素、または任意に置換されたＣ１～４脂肪族基
であり；
　Ｂ環はｍ個存在するＲ１で任意にさらに置換され；
　存在するＲ１の各々は、独立して、ハロ、Ｃ１～３アルキル、Ｃ１～３ハロアルキル、
－Ｏ－Ｃ１～３アルキル、－Ｏ－Ｃ１～３ハロアルキル、－ＣＮ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～

３アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～３アルキル、またはＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～３アル
キルであり；
　Ａ環はｎ個存在するＲ２で任意にさらに置換され；；
　存在するＲ２の各々は、独立して、ハロ、Ｃ１～３アルキル、Ｃ１～３ハロアルキル、
－Ｏ－Ｃ１～３アルキル、－Ｏ－Ｃ１～３ハロアルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～３アルキ
ル、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～３アルキル、またはＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～３アルキルであ
り；
　ｍは０～２であり；
　ｎは０～４である、
化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項２】
化学式（Ｉ）の化合物：
【化１７６】

またはその薬学的に受容可能な塩であって、
ここで：
　ｐは０でありかつｑは３もしくは４であるか、またはｐは１でありかつｑは２もしくは
３であるか、またはｐは２でありかつｑは１もしくは２であり；
　Ｇは－Ｒ３、－Ｖ１－Ｒ３、－Ｖ１－Ｌ１－Ｒ３、－Ｌ１－Ｖ１－Ｒ３、－Ｌ２－Ｖ２

－Ｒ３、－Ｖ１－Ｌ１－Ｖ２－Ｒ３、または－Ｌ１－Ｒ３であり；
　Ｌ１は非置換または置換Ｃ１～３アルキレン鎖であり、ここで、１個の炭素原子が－Ｃ
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ＲＡ＝ＣＲＡ－で置き換えられてもよく；
　Ｌ２は非置換または置換Ｃ２～３アルキレン鎖であり、ここで、１個の炭素原子が－Ｃ
ＲＡ＝ＣＲＡ－で置き換えられてもよく；
　Ｖ１は－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｓ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－
、または－Ｓ（Ｏ）２－であり；
　Ｖ２は－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｓ）－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－
、－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｃ（Ｏ）－、－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－ＳＯ２－
、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２

－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－
Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－、または－Ｎ（Ｒ４ａ）－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ４ａ）－であり
；
　Ｒ３は非置換もしくは置換Ｃ１～６脂肪族、または非置換もしくは置換３～１０員脂環
式、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する
非置換もしくは置換４～１０員ヘテロシクリル、または非置換もしくは置換６～１０員ア
リール、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有
する非置換もしくは置換５～１０員ヘテロアリールであり；
　存在するＲＡの各々は、独立して、水素、フルオロ、または非置換もしくは置換Ｃ１～

４脂肪族であり；
　存在するＲ４ａの各々は、独立して、水素、または非置換もしくは置換Ｃ１－４脂肪族
であり；
　Ｂ環はｍ個存在するＲ１で任意にさらに置換され；
　存在するＲ１の各々は、独立して、クロロ、フルオロ、－Ｏ－Ｃ１～４アルキル、シア
ノ、ヒドロキシ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フルオロアルキルであり；
　Ａ環はｎ個存在するＲ２で任意にさらに置換され；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フル
オロアルキルであり；
　ｍは０～２であり；
　ｎは０～４である、
化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項３】
請求項２に記載の化合物であって、ここで：
　Ｖ１は－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－、または－Ｓ（Ｏ）２－であり；
　Ｖ２は－ＮＨ－または－Ｏ－であり；
　Ｒ１はクロロ、フルオロ、シアノ、ヒドロキシ、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメ
トキシ、トリフルオロメチル、メチル、またはエチルであり；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、メチル、またはトリフルオロメチルであ
り；
　ｍは０～１であり；
　ｎは０～２である、
化合物。
【請求項４】
化学式（ＩＩ－Ｃ）～（ＩＩ－Ｇ）によって表される請求項２に記載の化合物
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【化１７７】

。
【請求項５】
請求項２に記載の化合物であって、ここで：
　Ｒ３は、置換されるとき、独立して存在する１～４個の－Ｒ５で置換され、ここで、Ｒ
５は－Ｒ５ａ、－Ｒ５ｄ、－Ｌ３－Ｒ５ｄ、または－Ｖ３－Ｌ３－Ｒ５ｄであり；
　存在するＲ５ａの各々は、独立して、ハロゲン、Ｃ１～３脂肪族、－ＣＮ、－ＮＯ２、
－Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－ＯＲ５ｂ、－ＳＲ５ｃ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ５ｃ、－Ｓ（Ｏ）Ｒ５ｃ、
－Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（
Ｒ５ｂ）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｎ（Ｒ５

ｅ）ＳＯ２Ｒ５ｃ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５

ｂ）２、もしくは－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ５ｂ）２であるか、またはＲ５ｄｄ、ハロ
ゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－ＯＲ５ｂ、－ＳＲ５ｃ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ
５ｃ、－Ｓ（Ｏ）Ｒ５ｃ、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５

ｂ）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ
（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｒ５ｃ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｎ（
Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、もしくは－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ５ｂ）２で置換
されたＣ１～４脂肪族であり；
　存在するＲ５ｂの各々は、独立して、水素であるか、またはＣ１～６脂肪族、もしくは
３～１０員脂環式、もしくは窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘ
テロ原子を有する４～１０員ヘテロシクリル、もしくは６～１０員アリール、もしくは窒
素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘ
テロアリールから選択される任意に置換された基であるか；あるいは同じ窒素原子上に存
在する２個のＲ５ｂが、それらが結合している窒素原子と一緒になって、窒素、酸素およ
び硫黄から選択される０～１個のさらなるヘテロ原子を有する任意に置換された４～７員
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ヘテロシクリル環を形成でき；
　存在するＲ５ｃの各々は、独立して、Ｃ１～６脂肪族、または３～１０員脂環式、また
は窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する４～１０
員ヘテロシクリル、または６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立し
て選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリールから選択される任
意に置換された基であり；
　存在するＲ５ｄの各々は、６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立
して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリールから選択される
任意に置換された基であり；
　存在するＲ５ｄｄの各々は、６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独
立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリールから選択され
る任意に置換された基であり；
　存在するＲ５ｅの各々は、独立して、水素または任意に置換されたＣ１～６脂肪族基で
あり；
　存在するＶ３の各々は、独立して、－Ｎ（Ｒ５ｅ）、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、
－Ｓ（Ｏ）２－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｅ）－、－Ｓ（Ｏ
）２Ｎ（Ｒ５ｅ）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｅ）－、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｎ（
Ｒ５ｅ）ＳＯ２－、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｅ）
－、－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ５ｅ）－、－ＯＣ（Ｏ）－、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５

ｅ）Ｏ－であり；
　Ｌ３は任意に置換されたＣ１～３アルキレン鎖であり、ここで、１個の炭素原子が－Ｃ
ＲＡ＝ＣＲＡ－で置き換えられてもよい、
化合物。
【請求項６】
請求項５に記載の化合物であって、ここで：
　Ｇは－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚ－Ｒ３、－Ｃ（Ｏ）－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚ

－Ｒ３、－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚ－Ｒ３、－Ｓ（Ｏ）２－［Ｃ（
Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚ－Ｒ３、－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｙ－Ｖ２ａ－Ｒ３、または－
Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）－Ｖ２ａ’－Ｒ３であり、
　Ｒ６は水素、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ３～６脂環式、もしくは６～１０員アリールであり；
　Ｒ６’は水素、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ３～６脂環式、もしくは６～１０員アリールである
か；または
　Ｒ６およびＲ６’は、一緒になって、Ｃ３～６脂環式基を形成し；
　Ｖ２ａは－Ｃ（Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
４ａ）－であり；
　Ｖ２ａ’は－Ｏ－、－Ｓ－、または－Ｎ（Ｒ４ａ）－であり；
　Ｒ１はクロロ、フルオロ、シアノ、ヒドロキシ、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメ
トキシ、トリフルオロメチル、メチル、またはエチルであり；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、メチル、またはトリフルオロメチルであ
り；
　ｍは０～１であり；
　ｎは０～２であり；
　ｙは２～３であり；
　ｚは０～３である、
化合物。
【請求項７】
請求項６に記載の化合物であって、ここで：
　Ｇは－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚ－Ｒ３、－Ｃ（Ｏ）－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚ

－Ｒ３、または－Ｓ（Ｏ）２－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚ－Ｒ３であり；
　ｍは０であり；
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　ｎは０であり；
　ｚは０～１であり；
　Ｒ３は－Ｒ３ａであり；
　Ｒ３ａは非置換もしくは置換６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独
立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する非置換もしくは置換５～１０員ヘテロア
リールであり；ここで、Ｒ３ａは、置換される場合には、０～１個存在する－Ｒ５ａおよ
び１個存在する－Ｒ５ｄで置換され；
　Ｒ５ａはクロロ、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、Ｃ１～６フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ

１～６アルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フルオロアルキル、シアノ、ヒドロキシ、－ＮＨＣ（Ｏ
）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、－Ｃ（Ｏ
）ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ

１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、または－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ

１～６アルキルであり；
　Ｒ５ｄは非置換であるかまたは１～２個存在する－Ｒ７ａで置換され；
　存在するＲ７ａの各々は、独立して、クロロ、フルオロ、ブロモ、ヨード、Ｃ１～６ア
ルキル、Ｃ１～６フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ１～６アルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フルオロ
アルキル、シアノ、ヒドロキシ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アル
キル、－Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（
Ｃ１～６アルキル）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１

～６アルキル）２、または－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～６アルキルである、
化合物。
【請求項８】
請求項６に記載の化合物であって、ここで：
　ｍは０であり；
　ｎは０であり；
　Ｒ３は－Ｒ３ｄであり；
　Ｒ３ｄは非置換もしくは置換Ｃ１～６脂肪族、または非置換もしくは置換３～１０員脂
環式、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有す
る非置換もしくは置換４～１０員ヘテロシクリル、または非置換もしくは置換６～１０員
アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を
有する非置換もしくは置換５～１０員ヘテロアリールであり；ここで、Ｒ３ｄは、置換さ
れる場合には、１～２個存在する－Ｒ５ａで置換され；
　存在するＲ５ａの各々は、独立して、クロロ、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、Ｃ１～６

フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ１～６アルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フルオロアルキル、シアノ
、ヒドロキシ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｎ（Ｃ１

～６アルキル）２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル
）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２

、または－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～６アルキルである、
化合物。
【請求項９】
化学式（ＩＩ－Ａ）または（ＩＩ－Ｂ）の化合物：
【化１７８】
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またはその薬学的に受容可能な塩であって、
　ここで：
　Ｇは－Ｒ３、－Ｖ１－Ｒ３、－Ｖ１－Ｌ１－Ｒ３、－Ｌ１－Ｖ２－Ｒ３、－Ｌ１－Ｒ３

、または－Ｌ１－Ｖ２－Ｌ２－Ｒ３であり；
　Ｌ１およびＬ２は、各々独立して、非置換もしくは置換Ｃ１～３アルキレン鎖であり、
ここで、１個の炭素原子が－ＣＲＡ＝ＣＲＡ－で置き換えられてもよく；
　Ｖ１は－Ｓ（Ｏ）２－であり；
　Ｖ２は－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｓ）－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－
、－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｃ（Ｏ）－、－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－ＳＯ２－
、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２

－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－
Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－、または－Ｎ（Ｒ４ａ）－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ４ａ）－であり
；
　Ｒ３は非置換もしくは置換Ｃ１～６脂肪族、または非置換もしくは置換３～１０員脂環
式、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する
非置換もしくは置換４～１０員ヘテロシクリル、または非置換もしくは置換６～１０員ア
リール、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有
する非置換もしくは置換５～１０員ヘテロアリールであり；
　存在するＲＡの各々は、独立して、水素、ハロ、または任意に置換されたＣ１～４脂肪
族基であり；
　存在するＲ４ａの各々は、独立して、水素、または任意に置換されたＣ１～４脂肪族基
であり；
　Ｂ環はｍ個存在するＲ１で任意にさらに置換され；
　存在するＲ１の各々は、独立して、ハロ、Ｃ１～３アルキル、Ｃ１～３ハロアルキル、
－Ｏ－Ｃ１～３アルキル、－Ｏ－Ｃ１～３ハロアルキル、－ＣＮ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～

３アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～３アルキル、またはＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～３アル
キルであり；
　Ａ環は、ｎ個存在するＲ２で任意にさらに置換され；
　存在するＲ２の各々は、独立して、ハロ、Ｃ１～３アルキル、Ｃ１～３ハロアルキル、
－Ｏ－Ｃ１～３アルキル、－Ｏ－Ｃ１～３ハロアルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～３アルキ
ル、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～３アルキル、またはＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～３アルキルであ
り；
　ｍは０～２であり；
　ｎは０～４である、
化合物。
【請求項１０】
化学式（Ｉ）の化合物：
【化１７９】

またはその薬学的に受容可能な塩であって、
　ここで：
　ｐは０でありかつｑは１であるか、またはｐは１でありかつｑは１であり；
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　Ｇは－Ｒ３、－Ｖ１－Ｒ３、－Ｖ１－Ｌ１－Ｒ３、－Ｌ１－Ｖ１－Ｒ３、－Ｌ２－Ｖ２

－Ｒ３、－Ｖ１－Ｌ１－Ｖ２－Ｒ３、または－Ｌ１－Ｒ３であり；
　Ｌ１は任意に置換されたＣ１～３アルキレン鎖であり、ここで、１個の炭素原子が－Ｃ
ＲＡ＝ＣＲＡ－で置き換えられてもよく；
　Ｌ２は任意に置換されたＣ２～３アルキレン鎖であり、ここで、１個の炭素原子が－Ｃ
ＲＡ＝ＣＲＡ－で置き換えられてもよく；
　Ｖ１は－Ｃ（Ｓ）－または－Ｓ（Ｏ）２－であり；
　Ｖ２は－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｓ）－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－
、－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｃ（Ｏ）－、－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－ＳＯ２－
、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２

－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－
Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－、または－Ｎ（Ｒ４ａ）－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ４ａ）－であり
；
　Ｒ３は非置換もしくは置換Ｃ１～６脂肪族、または非置換もしくは置換３～１０員脂環
式、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する
非置換もしくは置換４～１０員ヘテロシクリル、または非置換もしくは置換６～１０員ア
リール、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有
する非置換もしくは置換５～１０員ヘテロアリールであり；
　存在するＲＡの各々は、独立して、水素、フルオロ、または非置換もしくは置換Ｃ１～

４脂肪族であり；
　存在するＲ４ａの各々は、独立して、水素、または非置換もしくは置換Ｃ１～４脂肪族
であり；
　Ｂ環はｍ個存在するＲ１で任意にさらに置換され；
　存在するＲ１の各々は、独立して、クロロ、フルオロ、－Ｏ－Ｃ１～４アルキル、シア
ノ、ヒドロキシ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フルオロアルキルであり；
　Ａ環はｎ個存在するＲ２で任意にさらに置換され；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フル
オロアルキルであり；
　ｍは０～２であり；
　ｎは０～４である、
化合物。
【請求項１１】
請求項１０に記載の化合物であって、ここで：
　Ｇは－Ｒ３、－Ｖ１－Ｒ３、または－Ｌ１－Ｒ３であり；かつ
　Ｖ１は－Ｓ（Ｏ）２－であり；
　Ｒ１はクロロ、フルオロ、シアノ、ヒドロキシ、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメ
トキシ、トリフルオロメチル、メチル、またはエチルであり；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、メチル、またはトリフルオロメチルであ
り；
　ｍは０～１であり；
　ｎは０～２である、
化合物。
【請求項１２】
請求項１０に記載の化合物であって、ここで：
　Ｒ３は、置換される場合、独立して存在する１～４個の－Ｒ５で置換され、ここで、Ｒ
５は－Ｒ５ａ、－Ｒ５ｄ、－Ｌ３－Ｒ５ｄ、または－Ｖ３－Ｌ３－Ｒ５ｄであり；
　存在するＲ５ａの各々は、独立して、ハロゲン、Ｃ１～３脂肪族、－ＣＮ、－ＮＯ２、
－Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－ＯＲ５ｂ、－ＳＲ５ｃ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ５ｃ、－Ｓ（Ｏ）Ｒ５ｃ、
－Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（
Ｒ５ｂ）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｎ（Ｒ５
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ｅ）ＳＯ２Ｒ５ｃ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５

ｂ）２、もしくはＮ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ５ｂ）２であるか、またはＲ５ｄｄ、ハロゲ
ン、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－ＯＲ５ｂ、－ＳＲ５ｃ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ５

ｃ、－Ｓ（Ｏ）Ｒ５ｃ、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ

）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（
Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｒ５ｃ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｎ（Ｒ
５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、もしくは－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ５ｂ）２で置換さ
れたＣ１～４脂肪族であり；
　存在するＲ５ｂの各々は、独立して、水素であるか、またはＣ１～６脂肪族、もしくは
３～１０員脂環式、もしくは窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘ
テロ原子を有する４～１０員ヘテロシクリル、もしくは６～１０員アリール、もしくは窒
素、酸素および硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘ
テロアリールから選択される任意に置換された基であるか；あるいは同じ窒素原子上に存
在する２個のＲ５ｂが、それらが結合している窒素と一緒になって、窒素、酸素および硫
黄から選択される０～１個のさらなるヘテロ原子を有する任意に置換された４～７員ヘテ
ロシクリル環を形成でき；
　存在するＲ５ｃの各々は、独立して、Ｃ１～６脂肪族、または３～１０員脂環式、また
は窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する４～１０
員ヘテロシクリル、または６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立し
て選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリールから選択される任
意に置換された基であり；
　存在するＲ５ｄの各々は、６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立
して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリールから選択される
任意に置換された基であり；
　存在するＲ５ｄｄの各々は、６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独
立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリールから選択され
る任意に置換された基であり；
　存在するＲ５ｅの各々は、独立して、水素または任意に置換されたＣ１～６脂肪族基で
あり；
　存在するＶ３の各々は、独立して、－Ｎ（Ｒ５ｅ）、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、
－Ｓ（Ｏ）２－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｅ）－、－Ｓ（Ｏ
）２Ｎ（Ｒ５ｅ）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｅ）－、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｎ（
Ｒ５ｅ）ＳＯ２－、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｅ）
－、－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ５ｅ）－、－ＯＣ（Ｏ）－、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５

ｅ）Ｏ－であり；
　Ｌ３は任意に置換されたＣ１～３アルキレン鎖であり、ここで、１個の炭素原子が－Ｃ
ＲＡ＝ＣＲＡ－で置き換えられてもよい、
化合物。
【請求項１３】
請求項１２に記載の化合物であって、ここで：
　Ｇは－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚ－Ｒ３、－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｙ－Ｖ２ａ－
Ｒ３、－Ｓ（Ｏ）２－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｙ－Ｖ２ａ－Ｒ３、－Ｓ（Ｏ）２－Ｃ（
Ｒ６）（Ｒ６’）－Ｖ２ａ－Ｒ３、または－Ｓ（Ｏ）２－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚ－
Ｒ３であり；
　Ｒ６は水素、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ３～６脂環式、もしくは６～１０員アリールであり；
　Ｒ６’は水素、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ３～６脂環式、もしくは６～１０員アリールである
か；または
　Ｒ６およびＲ６’は、一緒になって、Ｃ３～６脂環式基を形成し；
　Ｖ２ａは－Ｏ－または－ＮＨ－であり；
　Ｒ１はクロロ、フルオロ、シアノ、ヒドロキシ、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメ
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トキシ、トリフルオロメチル、メチル、またはエチルであり；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、メチル、またはトリフルオロメチルであ
り；
　ｍは０～１であり；
　ｎは０～２であり；
　ｙは２～３であり；
　ｚは０～３である、
化合物。
【請求項１４】
請求項１３に記載の化合物であって、ここで：
　Ｇは－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚ－Ｒ３または－Ｓ（Ｏ）２－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’

）］ｚ－Ｒ３であり；
　ｍは０であり；
　ｎは０であり；
　ｚは０～１であり；
　Ｒ３は－Ｒ３ａであり；
　Ｒ３ａは非置換もしくは置換６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独
立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する非置換もしくは置換５～１０員ヘテロア
リールであり；ここで、Ｒ３ａは、置換される場合、０～１個存在する－Ｒ５ａおよび１
個存在する－Ｒ５ｄで置換され；
　存在するＲ５ａの各々は、独立して、クロロ、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、Ｃ１～６

フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ１～６アルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フルオロアルキル、シアノ
、ヒドロキシ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｎ（Ｃ１

～６アルキル）２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル
）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２

、または－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～６アルキルであり；
　Ｒ５ｄは非置換であるかまたは１～２個存在する－Ｒ７ａで置換され；
　存在するＲ７ａの各々は、独立して、クロロ、フルオロ、ブロモ、ヨード、Ｃ１～６ア
ルキル、Ｃ１～６フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ１～６アルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フルオロ
アルキル、シアノ、ヒドロキシ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アル
キル、－Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（
Ｃ１～６アルキル）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１

～６アルキル）２、または－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～６アルキルである、
化合物。
【請求項１５】
ｐが１でありかつｑが１である、請求項１４に記載の化合物。
【請求項１６】
請求項１３に記載の化合物であって、ここで：
　ｍは０であり；
　ｎは０であり；
　Ｒ３は－Ｒ３ｄであり；
　Ｒ３ｄは非置換もしくは置換Ｃ１～６脂肪族、または非置換もしくは置換３～１０員脂
環式、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有す
る非置換もしくは置換４～１０員ヘテロシクリル、または非置換もしくは置換６～１０員
アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を
有する非置換もしくは置換５～１０員ヘテロアリールであり；ここで、Ｒ３ｄは、置換さ
れる場合、独立して存在する０～２個の－Ｒ５ａで置換され；
　存在するＲ５ａの各々は、独立して、クロロ、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、Ｃ１～６

フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ１～６アルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フルオロアルキル、シアノ
、ヒドロキシ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｎ（Ｃ１



(12) JP 2012-530703 A5 2013.8.8

～６アルキル）２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル
）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２

、または－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～６アルキルである、
化合物。
【請求項１７】
ｐが１でありかつｑが１である、請求項１６に記載の化合物。
【請求項１８】
化学式（ＩＩ－Ａ）または（ＩＩ－Ｂ）の化合物：
【化１８０】

またはその薬学的に受容可能な塩であって、ここで：
　Ｇは－Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）－Ｒ３、－Ｃ（Ｏ）－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｕ－Ｒ３

、または－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｕ－Ｒ３であり；
　Ｒ６は水素、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ３～６脂環式、もしくは６～１０員アリールであり；
　Ｒ６’は水素、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ３～６脂環式、もしくは６～１０員アリールである
か；または
　Ｒ６およびＲ６’は、一緒になって、Ｃ３～６脂環式基を形成し；
　ここで、存在するＲ６の少なくとも１個はＲ６”であり；
　Ｒ６”はＣ１～４脂肪族、Ｃ３～６脂環式、または６～１０員アリールであり；
　Ｒ３は－Ｒ３ｄであり；
　Ｒ３ｄは非置換もしくは置換Ｃ１～６脂肪族、または非置換もしくは置換３～１０員脂
環式、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有す
る非置換もしくは置換４～１０員ヘテロシクリル、または非置換もしくは置換６～１０員
アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を
有する非置換もしくは置換５～１０員ヘテロアリールであり；ここで、Ｒ３ｄは、置換さ
れる場合、独立して存在する０～２個の－Ｒ５ａで置換され；
　存在するＲ５ａの各々は、独立して、ハロゲン、Ｃ１～３脂肪族、－ＣＮ、－ＮＯ２、
－Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－ＯＲ５ｂ、－ＳＲ５ｃ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ５ｃ、－Ｓ（Ｏ）Ｒ５ｃ、
－Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（
Ｒ５ｂ）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｎ（Ｒ５

ｅ）ＳＯ２Ｒ５ｃ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５

ｂ）２もしくは－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ５ｂ）２であるか、またはＲ５ｄｄ、ハロゲ
ン、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－ＯＲ５ｂ、－ＳＲ５ｃ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ５

ｃ、－Ｓ（Ｏ）Ｒ５ｃ、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ

）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（
Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｒ５ｃ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｎ（Ｒ
５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２もしくは－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ５ｂ）２で置換され
たＣ１～４脂肪族であり；
　存在するＲ５ｂの各々は、独立して、水素であるか、またはＣ１～６脂肪族、もしくは
３～１０員脂環式、もしくは窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘ
テロ原子を有する４～１０員ヘテロシクリル、もしくは６～１０員アリール、もしくは窒
素、酸素および硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘ
テロアリールから選択される任意に置換された基であるか；あるいは同じ窒素原子上に存
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在する２個のＲ５ｂは、これらが結合している窒素原子と一緒になって、窒素、酸素およ
び硫黄から選択される０～１個のさらなるヘテロ原子を有する任意に置換された４～７員
ヘテロシクリル環を形成し；
　存在するＲ５ｃの各々は、独立して、Ｃ１～６脂肪族、または３～１０員脂環式、また
は窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する４～１０
員ヘテロシクリル、または６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立し
て選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリールから選択される任
意に置換された基であり；
　存在するＲ５ｄｄの各々は、６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独
立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリールから選択され
る任意に置換された基であり；
　存在するＲ５ｅの各々は、独立して、水素または任意に置換されたＣ１～６脂肪族基で
あり；
　ｕは１～２であり；
　Ｂ環はｍ個存在するＲ１で任意にさらに置換され；
　存在するＲ１の各々は、独立して、ハロ、Ｃ１～３アルキル、Ｃ１～３ハロアルキル、
－Ｏ－Ｃ１～３アルキル、－Ｏ－Ｃ１～３ハロアルキル、－ＣＮ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～

３アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～３アルキル、またはＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～３アル
キルであり；
　Ａ環はｎ個存在するＲ２で任意にさらに置換され；
　存在するＲ２の各々は、独立して、ハロ、Ｃ１～３アルキル、Ｃ１～３ハロアルキル、
－Ｏ－Ｃ１～３アルキル、－Ｏ－Ｃ１～３ハロアルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～３アルキ
ル、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～３アルキル、またはＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～３アルキルであ
り；
　ｍは０～２であり；
　ｎは０～４である、
化合物。
【請求項１９】
化学式（Ｉ）の化合物：
【化１８１】

またはその薬学的に受容可能な塩であって、
　ここで：
　ｐは０でありかつｑは１であるか、またはｐは１でありかつｑは１であり；
　Ｇは－Ｃ（Ｏ）－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚｚ－Ｒ３ｇ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）
－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚｚ－Ｒ３ｇ’、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）
］ｚｚ－Ｒ３ｇ’、－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）－Ｖ２ａ’－Ｒ３ｇ、－Ｃ（Ｏ）
－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ３ｇ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－［Ｃ（
Ｒ６）（Ｒ６’）］ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ３ｇ、または－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６

’）］ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ３ｇであり；
　Ｒ６は水素、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ３～６脂環式、もしくは６～１０員アリールであり；
　Ｒ６’は水素、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ３～６脂環式、もしくは６～１０員アリールである
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か；または
　Ｒ６およびＲ６’は一緒になってＣ３～６脂環式基を形成し；
　ここで、存在するＲ６の少なくとも１個はＲ６”であり；　
　Ｒ６”はＣ１～４脂肪族、Ｃ３～６脂環式、または６～１０員アリールであり；
　Ｖ２ａは－Ｃ（Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
４ａ）－であり；
　Ｖ２ａ’は－Ｏ－、－Ｓ－、または－Ｎ（Ｒ４ａ）－であり；
　Ｒ３ｇは非置換もしくは置換Ｃ１～６脂肪族、または非置換もしくは置換３～１０員脂
環式、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有す
る非置換もしくは置換４～１０員ヘテロシクリル、または非置換もしくは置換６～１０員
アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を
有する非置換もしくは置換５～１０員ヘテロアリールであり；
　Ｒ３ｇ’は非置換もしくは置換３～１０員脂環式、または窒素、酸素および硫黄から独
立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する非置換もしくは置換４～１０員ヘテロシ
クリル、または非置換もしくは置換６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄か
ら独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する非置換もしくは置換５～１０員ヘテ
ロアリールであり；
　Ｒ４ａは独立して、水素、または非置換もしくは置換Ｃ１～４脂肪族であり；
　Ｂ環はｍ個存在するＲ１で任意にさらに置換され；
　存在するＲ１の各々は、独立して、クロロ、フルオロ、－Ｏ－Ｃ１～４アルキル、シア
ノ、ヒドロキシ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フルオロアルキルであり；
　Ａ環はｎ個存在するＲ２で任意にさらに置換され；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フル
オロアルキルであり；
　ｚｚは１～３であり；
　ｙｙは２～３であり；
　ｍは０～２であり；
　ｎは０～４である、
化合物。
【請求項２０】
請求項１９に記載の化合物であって、ここで：
　Ｇは－Ｃ（Ｏ）－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚｚ－Ｒ３ｇ、－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－［Ｃ（
Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚｚ－Ｒ３ｇ’、または－Ｃ（Ｏ）－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｙｙ

－Ｖ２ａ－Ｒ３ｇであり；
　Ｒ１はクロロ、フルオロ、シアノ、ヒドロキシ、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメ
トキシ、トリフルオロメチル、メチル、またはエチルであり；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、メチル、またはトリフルオロメチルであ
り；
　ｍは０～１であり；
　ｎは０～２である、
化合物。
【請求項２１】
請求項１９に記載の化合物であって、ここで：
　Ｒ３ｇまたはＲ３ｇ’は、置換されるとき、独立して存在する１～４個の－Ｒ５で置換
され、ここで、Ｒ５は－Ｒ５ａ、－Ｒ５ｄ、－Ｌ３－Ｒ５ｄ、または－Ｖ３－Ｌ３－Ｒ５

ｄであり；　
　存在するＲ５ａの各々は、独立して、ハロゲン、Ｃ１～３脂肪族、－ＣＮ、－ＮＯ２、
－Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－ＯＲ５ｂ、－ＳＲ５ｃ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ５ｃ、－Ｓ（Ｏ）Ｒ５ｃ、
－Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（
Ｒ５ｂ）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｎ（Ｒ５
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ｅ）ＳＯ２Ｒ５ｃ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５

ｂ）２、もしくは－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ５ｂ）２であるか、またはＲ５ｄｄ、ハロ
ゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－ＯＲ５ｂ、－ＳＲ５ｃ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ
５ｃ、－Ｓ（Ｏ）Ｒ５ｃ、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５

ｂ）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ
（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｒ５ｃ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｎ（
Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２もしくは－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ５ｂ）２で置換さ
れたＣ１～４脂肪族であり；
　存在するＲ５ｂの各々は、独立して、水素であるか、またはＣ１～６脂肪族、もしくは
３～１０員脂環式、もしくは窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘ
テロ原子を有する４～１０員ヘテロシクリル、もしくは６～１０員アリール、もしくは窒
素、酸素および硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘ
テロアリールから選択される任意に置換された基であるか；あるいは同じ窒素原子上に存
在する２個のＲ５ｂは、これらが結合している窒素原子と一緒になって、窒素、酸素およ
び硫黄から選択される０～１個のさらなるヘテロ原子を有する任意に置換された４～７員
ヘテロシクリル環を形成でき；
　存在するＲ５ｃの各々は、独立して、Ｃ１～６脂肪族、または３～１０員脂環式、また
は窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する４～１０
員ヘテロシクリル、または６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立し
て選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリールから選択される任
意に置換された基であり；
　存在するＲ５ｄの各々は、６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立
して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリールから選択される
任意に置換された基であり；
　存在するＲ５ｄｄの各々は、６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独
立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリールから選択され
る任意に置換された基であり；
　存在するＲ５ｅの各々は、独立して、水素または任意に置換されたＣ１～６脂肪族基で
あり；
　存在するＶ３の各々は、独立して、－Ｎ（Ｒ５ｅ）、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、
－Ｓ（Ｏ）２－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｅ）－、－Ｓ（Ｏ
）２Ｎ（Ｒ５ｅ）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｅ）－、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｎ（
Ｒ５ｅ）ＳＯ２－、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｅ）
－、－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ５ｅ）－、－ＯＣ（Ｏ）－、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５

ｅ）－Ｏ－であり；
　Ｌ３は、任意に置換されたＣ１～３アルキレン鎖であり、ここで、１個の炭素原子は－
ＣＲＡ＝ＣＲＡ－で置き換えられてもよい、
化合物。
【請求項２２】
請求項２１に記載の化合物であって、ここで：
　Ｇは－Ｃ（Ｏ）－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚｚ－Ｒ３ｇ、－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－［Ｃ（
Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚｚ－Ｒ３ｇ’、－Ｃ（Ｏ）－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｙｙ－Ｖ２

ａ－Ｒ３ｇ、または－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）－Ｖ２ａ’－Ｒ３ｇであり；
　Ｒ６は水素もしくはＣ１～４脂肪族であり；
　Ｒ６’は水素もしくはＣ１～４脂肪族であるか；または
　Ｒ６およびＲ６’は、一緒になって、Ｃ３～６脂環式基を形成し；
　Ｒ６’’はＣ１～４脂肪族であり；
　Ｖ２ａは－Ｏ－または－ＮＨ－であり；
　Ｖ２ａ’は－Ｏ－または－ＮＨ－であり；
　Ｒ１はクロロ、フルオロ、シアノ、ヒドロキシ、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメ
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トキシ、トリフルオロメチル、メチル、またはエチルであり；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、メチル、またはトリフルオロメチルであ
り；
　ｍは０～１であり；
　ｎは０～２である、
化合物。
【請求項２３】
請求項２２に記載の化合物であって、ここで：
　Ｇは－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）－Ｒ３ｇであり；
　ｍは０であり；
　ｎは０であり；
　Ｒ３ｇは、置換される場合、０～１個存在する－Ｒ５ａおよび１個存在する－Ｒ５ｄで
置換され；
　Ｒ５ａはクロロ、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、Ｃ１～６フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ

１～６アルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フルオロアルキル、シアノ、ヒドロキシ、－ＮＨＣ（Ｏ
）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、－Ｃ（Ｏ
）ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ

１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、または－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ

１～６アルキルであり；
　Ｒ５ｄは非置換もしくは１～２個存在する－Ｒ７ａで置換され；
　存在するＲ７ａの各々は、独立して、クロロ、フルオロ、ブロモ、ヨード、Ｃ１～６ア
ルキル、Ｃ１～６フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ１～６アルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フルオロ
アルキル、シアノ、ヒドロキシ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アル
キル、－Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（
Ｃ１～６アルキル）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１

～６アルキル）２、または－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～６アルキルである、
化合物。
【請求項２４】
ｐが１でありかつｑが１である、請求項２３に記載の化合物。
【請求項２５】
請求項２２に記載の化合物であって、ここで：
　Ｇは－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）－Ｒ３ｇであり；
　ｍは０であり；
　ｎは０であり；
　Ｒ３ｇは、置換される場合、０～２個存在する－Ｒ５ａで置換され；
　存在するＲ５ａの各々は、独立して、クロロ、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、Ｃ１～６

フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ１～６アルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フルオロアルキル、シアノ
、ヒドロキシ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｎ（Ｃ１

～６アルキル）２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル
）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２

、または－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～６アルキルである、
化合物。
【請求項２６】
ｐが１でありかつｑが１である、請求項２５に記載の化合物。
【請求項２７】
化学式（Ｉ）の化合物：
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【化１８２】

またはその薬学的に受容可能な塩であって、ここで：
　ｐは０でありかつｑは１であるか、またはｐは１でありかつｑは１であり；
　Ｇは－Ｃ（Ｏ）－（ＣＨ２）ｚｚ－Ｒ３ｅ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－（ＣＨ２）ｚ

ｚ－Ｒ３ｅ、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｚｚ－Ｒ３ｅ、－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２－Ｖ２ａ’

－Ｒ３ｅ、－Ｃ（Ｏ）－（ＣＨ２）ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ３ｅ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－
（ＣＨ２）ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ３ｅ、または－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ
３ｅであり、
　Ｒ３ｅは非置換もしくは置換７～１０員脂環式、または窒素、酸素および硫黄から独立
して選択される１～４個のヘテロ原子を有する非置換もしくは置換７～１０員ヘテロシク
リル、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される３～５個のヘテロ原子を有す
る非置換もしくは置換５～１０員ヘテロアリールであり；
　Ｖ２ａは－Ｃ（Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
４ａ）－であり；
　Ｖ２ａ’は－Ｏ－、－Ｓ－、または－Ｎ（Ｒ４ａ）－であり；
　存在するＲ４ａの各々は、独立して、水素、または非置換もしくは置換Ｃ１～４脂肪族
であり；
　Ｂ環はｍ個存在するＲ１で任意にさらに置換され；
　存在するＲ１の各々は、独立して、クロロ、フルオロ、－Ｏ－Ｃ１～４アルキル、シア
ノ、ヒドロキシ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フルオロアルキルであり；
　Ａ環はｎ個存在するＲ２で任意にさらに置換され；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フル
オロアルキルであり；
　ｚｚは０～３であり；
　ｙｙは２～３であり；
　ｍは０～２であり；
　ｎは０～４である、
化合物。
【請求項２８】
請求項２７に記載の化合物であって、ここで：
　Ｒ１はクロロ、フルオロ、シアノ、ヒドロキシ、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメ
トキシ、トリフルオロメチル、メチル、またはエチルであり；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、メチル、またはトリフルオロメチルであ
り；
　ｍは０～１であり；
　ｎは０～２である、
化合物。
【請求項２９】
請求項２７に記載の化合物であって、ここで：
　Ｒ３ｅは、置換される場合、０～１個存在する－Ｒ５ａおよび０～１個存在する－Ｒ５

ｄで置換され；
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　存在するＲ５ａの各々は、独立して、クロロ、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、Ｃ１～６

フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ１～６アルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フルオロアルキル、シアノ
、ヒドロキシ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｎ（Ｃ１

～６アルキル）２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル
）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２

、または－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～６アルキルであり；
　存在するＲ５ｄの各々は、６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立
して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリールから選択される
任意に置換された基であり；ここで、Ｒ５ｄは、置換される場合、１～２個存在する－Ｒ
７ａで置換され；
　存在するＲ７ａの各々は、独立して、クロロ、フルオロ、ブロモ、ヨード、Ｃ１～６ア
ルキル、Ｃ１～６フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ１～６アルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フルオロ
アルキル、シアノ、ヒドロキシ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アル
キル、－Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（
Ｃ１～６アルキル）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１

～６アルキル）２、または－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～６アルキルである、
化合物。
【請求項３０】
請求項２９に記載の化合物であって、ここで：
　Ｇは－Ｃ（Ｏ）－Ｒ３ｅ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｒ３ｅ、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ３

ｅ、－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２－Ｒ３ｅ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－ＣＨ２－Ｒ３ｅ、または
－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－ＣＨ２－Ｒ３ｅであり；
Ｒ３ｅはトリアゾリル、チアジアゾリル、オキサジアゾリル、ベンゾチアジアゾリル、２
，３－４Ｈ－フロ［３，２－ｂ］ピロリル、ピラゾロピリミジニル、プリニル、プテリジ
ニル、キヌクリジニル、ジアゼピニル、デカヒドロキノリニル、オキサゼピニル、チアゼ
ピニル、オキサゼピニル、チアゼピニル、シクロヘプチル、シクロオクチル、シクロヘプ
テニル、シクロオクテニル、ビシクロヘプタニル、ビシクロオクタニル、キヌクリジニル
、またはアダマンチルである、
化合物。
【請求項３１】
請求項２９に記載の化合物であって、ここで：
　Ｒ１はクロロ、フルオロ、シアノ、ヒドロキシ、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメ
トキシ、トリフルオロメチル、メチル、またはエチルであり；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、メチル、またはトリフルオロメチルであ
り；
　ｍは０～１であり；
　ｎは０～２であり；
　ｐは１であり；
　ｑは１である、
化合物。
【請求項３２】
化学式（Ｉ）の化合物：
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【化１８３】

またはその薬学的に受容可能な塩であって、
　ここで：
　ｐは０でありかつｑは１であるか、またはｐは１でありかつｑは１であり；
　Ｇは－Ｃ（Ｏ）－（ＣＨ２）ｚｚ－Ｒ３ｆ、－Ｃ（Ｏ）-Ｎ（Ｒ４ａ）－（ＣＨ２）ｚ

ｚ－Ｒ３ｆ、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｚｚ－Ｒ３ｆ、－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２－Ｖ２ａ’

－Ｒ３ｆ、－Ｃ（Ｏ）－（ＣＨ２）ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ３ｆ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－
（ＣＨ２）ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ３ｆ、または－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ
３ｆであり；
　Ｒ３ｆは置換Ｃ１～６脂肪族、または置換３～６員脂環式、または窒素、酸素および硫
黄から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する置換４～６員ヘテロシクリル、
または置換６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１
～２個のヘテロ原子を有する置換５～１０員ヘテロアリールであり；ここで、Ｒ３ｆは独
立して存在する１～２個のＲ５ａａで置換され；
　存在するＲ５ａａの各々は、独立して、シアノ、ヒドロキシ、１～２個存在するＲ７ま
たはＲ８で置換されたＣ１～６脂肪族、Ｃ１～６フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フル
オロアルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ３～６シクロアルキ
ル、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－ＮＨＳ
（Ｏ）２Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、ま
たは１～２個存在する－Ｒ７ａで置換されたフェニルであり；
　存在するＲ７の各々は、独立して、窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～
４個のヘテロ原子を有する非置換もしくは置換４～１０員ヘテロシクリル、または非置換
もしくは置換６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される
１～５個のヘテロ原子を有する非置換もしくは置換５～１０員ヘテロアリールであり；
　存在するＲ８の各々は、独立して、クロロ、フルオロ、－ＯＨ、－Ｏ（Ｃ１～６アルキ
ル）、－ＣＮ、－Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、－ＮＨ（Ｃ１～６アルキル）、－Ｃ（Ｏ）
（Ｃ１～６アルキル）、－ＣＯ２Ｈ、－ＣＯ２（Ｃ１～６アルキル）、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２

、または－Ｃ（Ｏ）ＮＨ（Ｃ１～６アルキル）であり；
　存在するＲ７ａの各々は、独立して、クロロ、フルオロ、ブロモ、ヨード、Ｃ１～６ア
ルキル、Ｃ１～６フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ１～６アルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フルオロ
アルキル、シアノ、ヒドロキシ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アル
キル、－Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（
Ｃ１～６アルキル）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１

～６アルキル）２、または－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～６アルキルであり；
　Ｖ２ａは－Ｃ（Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
４ａ）－であり；
　Ｖ２ａ’は－Ｏ－、－Ｓ－、または－Ｎ（Ｒ４ａ）－であり；
　存在するＲ４ａの各々は、独立して、水素、または非置換もしくは置換Ｃ１～４脂肪族
であり；
　Ｂ環はｍ個存在するＲ１で任意にさらに置換され；
　存在するＲ１の各々は、独立して、クロロ、フルオロ、－Ｏ－Ｃ１～４アルキル、シア
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ノ、ヒドロキシ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フルオロアルキルであり；
　Ａ環はｎ個存在するＲ２で任意にさらに置換され；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フル
オロアルキルであり；
　ｚｚは０～３であり；
　ｙｙは２～３であり；
　ｍは０～２であり；
　ｎは０～４である、
化合物。
【請求項３３】
請求項３２に記載の化合物であって、ここで：
　Ｒ１はクロロ、フルオロ、シアノ、ヒドロキシ、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメ
トキシ、トリフルオロメチル、メチル、またはエチルであり；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、メチル、またはトリフルオロメチルであ
り；
　ｍは０～１であり；
　ｎは０～２である、
化合物。
【請求項３４】
請求項３２に記載の化合物であって、ここで：
　Ｇは－Ｃ（Ｏ）－Ｒ３ｆ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｒ３ｆ、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ３

ｆ、－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２－Ｒ３ｆ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－ＣＨ２－Ｒ３ｆ、または
－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－ＣＨ２－Ｒ３ｆである、
化合物。
【請求項３５】
請求項３２に記載の化合物であって、ここで：
　存在するＲ５ａａの各々は、独立して、シアノ、ヒドロキシ、トリフルオロメチル、ト
リフルオロメトキシ、－ＮＨＣ（Ｏ）ＣＨ３、－ＮＨＣ（Ｏ）－シクロプロピル、－Ｃ（
Ｏ）ＮＨＣＨ３、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣＨ３、－ＮＨＳ（Ｏ）２ＣＨ３、－ＮＨＣＨ３、
－Ｎ（ＣＨ３）２、４－メトキシフェニル、３－クロロフェニル、４－クロロフェニル、
または３－メトキシフェニルである、
化合物。
【請求項３６】
請求項３２に記載の化合物であって、ここで：
ｐは１であり；かつ
ｑは１である、
化合物。
【請求項３７】
化学式（Ｉ）の化合物：
【化１８４】

またはその薬学的に受容可能な塩であって、
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ここで：
　ｐは０でありかつｑは１であるか、またはｐは１でありかつｑは１であり；
　Ｇは－Ｃ（Ｏ）－（ＣＨ２）ｚｚ－Ｒ３ｈ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－（ＣＨ２）ｚ

ｚ－Ｒ３ｈ、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｚｚ－Ｒ３ｈ、－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２－Ｖ２ａ’

－Ｒ３ｈ、－Ｃ（Ｏ）－（ＣＨ２）ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ３ｈ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－
（ＣＨ２）ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ３ｈ、または－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ
３ｈであり；　
　Ｒ３ｈは非置換もしくは置換Ｃ１～６脂肪族、または非置換もしくは置換３～６員脂環
式、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する
非置換もしくは置換４～６員ヘテロシクリル、または非置換もしくは置換６～１０員アリ
ール、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有す
る置換５～１０員ヘテロアリールであり；ここで、Ｒ３ｈは、置換される場合、０～２個
存在するＲ５ａａａで置換され；
　存在するＲ５ａａａの各々は、独立して、クロロ、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、－Ｏ
－Ｃ１～６アルキル、またはフェニルであり；
　Ｖ２ａは－Ｃ（Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
４ａ）－であり；
　Ｖ２ａ’は－Ｏ－、－Ｓ－、または－Ｎ（Ｒ４ａ）－であり；
　存在するＲ４ａの各々は、独立して、水素、または非置換もしくは置換Ｃ１～４脂肪族
であり；
　Ｂ環はｍ個存在するＲ１で任意にさらに置換され；
　存在するＲ１の各々は、独立して、クロロ、フルオロ、－Ｏ－Ｃ１～４アルキル、シア
ノ、ヒドロキシ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フルオロアルキルであり；
　Ａ環はｎ個存在するＲ２で任意にさらに置換され；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フル
オロアルキルであり；
　ｚｚは０～３であり；
　ｙｙは２～３であり；
　ｍは０～２であり；
　ｎは０～４であり；
　ｍとｎの合計は少なくとも１でなければならない、
化合物。
【請求項３８】
請求項３７に記載の化合物であって、ここで：
　Ｒ１はクロロ、フルオロ、シアノ、ヒドロキシ、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメ
トキシ、トリフルオロメチル、メチル、またはエチルであり；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、メチル、またはトリフルオロメチルであ
り；
　ｍは１でありかつｎは０であるか、またはｍは０でありかつｎは１であるか、またはｍ
は０でありかつｎは２であるか、またはｍは１でありかつｎは２である、
化合物。
【請求項３９】
請求項３７に記載の化合物であって、ここで：
　Ｇは－Ｃ（Ｏ）－Ｒ３ｈ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｒ３ｈ、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ３

ｈ、－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２－Ｒ３ｈ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－ＣＨ２－Ｒ３ｈ、または
－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－ＣＨ２－Ｒ３ｈである、
化合物。
【請求項４０】
請求項３７に記載の化合物であって、ここで：
　ｐは１であり；かつ
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ｑは１である、
化合物。
【請求項４１】
請求項１～４０のいずれか１項に記載の化合物および薬学的に受容可能なキャリアを含む
薬学的組成物。
【請求項４２】
治療有効量の請求項１～４０のいずれか１項に記載の化合物またはその薬学的に受容可能
な塩を包含する、患者における増殖性障害を治療するための組成物。
【請求項４３】
前記増殖性障害が乳がん、肺がん、卵巣がん、多発性骨髄腫、急性骨髄性白血病、または
急性リンパ芽球性白血病である、請求項４２に記載の組成物。
【請求項４４】
活性成分としての請求項１～４０のいずれか１項に記載の化合物またはその薬学的に受容
可能な塩、および薬学的に受容可能なキャリアを含む、治療が必要な患者における増殖性
障害の治療のための薬学的組成物。
【請求項４５】
前記増殖性障害が乳がん、肺がん、卵巣がん、多発性骨髄腫、急性骨髄性白血病、または
急性リンパ芽球性白血病である、請求項４４に記載の薬学的組成物。
【請求項４６】
増殖性障害の治療のための薬学的組成物の調製のための請求項１～４０のいずれか１項に
記載の化合物またはその薬学的に受容可能な塩の使用。
【請求項４７】
前記増殖性障害が乳がん、肺がん、卵巣がん、多発性骨髄腫、急性骨髄性白血病、または
急性リンパ芽球性白血病である、請求項４６に記載の使用。
【請求項４８】
増殖性障害を治療するための医薬の製造における請求項１～４０のいずれか１項に記載の
化合物またはその薬学的に受容可能な塩の使用。
【請求項４９】
前記増殖性障害が乳がん、肺がん、卵巣がん、多発性骨髄腫、急性骨髄性白血病、または
急性リンパ芽球性白血病である、請求項４８に記載の使用。
【請求項５０】
患者におけるＨＤＡＣ６活性を阻害するための組成物であって、該患者におけるＨＤＡＣ
６活性を阻害するのに有効な量の請求項１～４０のいずれか１項に記載の化合物またはそ
の薬学的に受容可能な塩を含む、組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
【化９】
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によって表される化合物またはその薬学的に受容可能な塩であって、
　ここで：
　ｐは０でありかつｑは１であるか、またはｐは１でありかつｑは１であり；
　Ｇは－Ｃ（Ｏ）－（ＣＨ２）ｚｚ－Ｒ３ｈ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－（ＣＨ２）ｚ

ｚ－Ｒ３ｈ、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｚｚ－Ｒ３ｈ、－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２－Ｖ２ａ’

－Ｒ３ｈ、－Ｃ（Ｏ）－（ＣＨ２）ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ３ｈ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－
（ＣＨ２）ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ３ｈ、または－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ
３ｈであり；
　Ｒ３ｈは非置換もしくは置換Ｃ１～６脂肪族、または非置換もしくは置換３～６員脂環
式、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する
非置換もしくは置換４～６員ヘテロシクリル、または非置換もしくは置換６～１０員アリ
ール、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有す
る置換５～１０員ヘテロアリールであり；ここで、Ｒ３ｈは、置換される場合、０～２個
存在するＲ５ａａａで置換され；
　存在するＲ５ａａａの各々は、独立して、クロロ、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、－Ｏ
－Ｃ１～６アルキル、またはフェニルであり；
　Ｖ２ａは－Ｃ（Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
４ａ）－であり；
　Ｖ２ａ’は－Ｏ－、－Ｓ－、または－Ｎ（Ｒ４ａ）－であり；
　存在するＲ４ａの各々は、独立して、水素、または非置換もしくは置換Ｃ１～４脂肪族
であり；
　Ｂ環はｍ個存在するＲ１で任意にさらに置換され；
　存在するＲ１の各々は、独立して、クロロ、フルオロ、－Ｏ－Ｃ１～４アルキル、シア
ノ、ヒドロキシ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フルオロアルキルであり；
　Ａ環はｎ個存在するＲ２で任意にさらに置換され；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フル
オロアルキルであり；
　ｚｚは０～３であり；
　ｙｙは２～３であり；
　ｍは０～２であり；
　ｎは０～４であり；
　ｍとｎの合計は少なくとも１でなければならない。
　例えば、本発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
化学式（Ｉ）の化合物：
【化１７５】

またはその薬学的に受容可能な塩であって、
　ここで：
　ｐは０でありかつｑは３もしくは４であるか、またはｐは１でありかつｑは２もしくは
３であるか、またはｐは２でありかつｑは１もしくは２であり；
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　Ｇは－Ｒ３、－Ｖ１－Ｒ３、－Ｖ１－Ｌ１－Ｒ３、－Ｌ１－Ｖ２－Ｒ３、－Ｌ１－Ｒ３

、または－Ｌ１－Ｖ２－Ｌ２－Ｒ３であり；
　Ｌ１およびＬ２は各々独立して非置換もしくは置換Ｃ１～３アルキレン鎖であり、ここ
で、１個の炭素原子が－ＣＲＡ＝ＣＲＡ－で置き換えられてもよく；
　Ｖ１は－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｓ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－
、または－Ｓ（Ｏ）２－であり；
　Ｖ２は－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｓ）－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－
、－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｃ（Ｏ）－、－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－ＳＯ２－
、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２

－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－
Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－、または－Ｎ（Ｒ４ａ）－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ４ａ）－であり
；
　Ｒ３は非置換もしくは置換Ｃ１～６脂肪族、または非置換もしくは置換３～１０員脂環
式、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する
非置換もしくは置換４～１０員ヘテロシクリル、または非置換もしくは置換６～１０員ア
リール、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有
する非置換もしくは置換５～１０員ヘテロアリールであり；
　存在するＲＡの各々は、独立して、水素、ハロ、または任意に置換されたＣ１～４脂肪
族基であり；
　存在するＲ４ａの各々は、独立して、水素、または任意に置換されたＣ１～４脂肪族基
であり；
　Ｂ環はｍ個存在するＲ１で任意にさらに置換され；
　存在するＲ１の各々は、独立して、ハロ、Ｃ１～３アルキル、Ｃ１～３ハロアルキル、
－Ｏ－Ｃ１～３アルキル、－Ｏ－Ｃ１～３ハロアルキル、－ＣＮ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～

３アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～３アルキル、またはＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～３アル
キルであり；
　Ａ環はｎ個存在するＲ２で任意にさらに置換され；；
　存在するＲ２の各々は、独立して、ハロ、Ｃ１～３アルキル、Ｃ１～３ハロアルキル、
－Ｏ－Ｃ１～３アルキル、－Ｏ－Ｃ１～３ハロアルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～３アルキ
ル、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～３アルキル、またはＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～３アルキルであ
り；
　ｍは０～２であり；
　ｎは０～４である、
化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
（項目２）
化学式（Ｉ）の化合物：
【化１７６】

またはその薬学的に受容可能な塩であって、
ここで：
　ｐは０でありかつｑは３もしくは４であるか、またはｐは１でありかつｑは２もしくは
３であるか、またはｐは２でありかつｑは１もしくは２であり；
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　Ｇは－Ｒ３、－Ｖ１－Ｒ３、－Ｖ１－Ｌ１－Ｒ３、－Ｌ１－Ｖ１－Ｒ３、－Ｌ２－Ｖ２

－Ｒ３、－Ｖ１－Ｌ１－Ｖ２－Ｒ３、または－Ｌ１－Ｒ３であり；
　Ｌ１は非置換または置換Ｃ１～３アルキレン鎖であり、ここで、１個の炭素原子が－Ｃ
ＲＡ＝ＣＲＡ－で置き換えられてもよく；
　Ｌ２は非置換または置換Ｃ２～３アルキレン鎖であり、ここで、１個の炭素原子が－Ｃ
ＲＡ＝ＣＲＡ－で置き換えられてもよく；
　Ｖ１は－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｓ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－
、または－Ｓ（Ｏ）２－であり；
　Ｖ２は－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｓ）－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－
、－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｃ（Ｏ）－、－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－ＳＯ２－
、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２

－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－
Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－、または－Ｎ（Ｒ４ａ）－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ４ａ）－であり
；
　Ｒ３は非置換もしくは置換Ｃ１～６脂肪族、または非置換もしくは置換３～１０員脂環
式、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する
非置換もしくは置換４～１０員ヘテロシクリル、または非置換もしくは置換６～１０員ア
リール、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有
する非置換もしくは置換５～１０員ヘテロアリールであり；
　存在するＲＡの各々は、独立して、水素、フルオロ、または非置換もしくは置換Ｃ１～

４脂肪族であり；
　存在するＲ４ａの各々は、独立して、水素、または非置換もしくは置換Ｃ１－４脂肪族
であり；
　Ｂ環はｍ個存在するＲ１で任意にさらに置換され；
　存在するＲ１の各々は、独立して、クロロ、フルオロ、－Ｏ－Ｃ１～４アルキル、シア
ノ、ヒドロキシ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フルオロアルキルであり；
　Ａ環はｎ個存在するＲ２で任意にさらに置換され；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フル
オロアルキルであり；
　ｍは０～２であり；
　ｎは０～４である、
化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
（項目３）
項目２に記載の化合物であって、ここで：
　Ｖ１は－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－、または－Ｓ（Ｏ）２－であり；
　Ｖ２は－ＮＨ－または－Ｏ－であり；
　Ｒ１はクロロ、フルオロ、シアノ、ヒドロキシ、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメ
トキシ、トリフルオロメチル、メチル、またはエチルであり；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、メチル、またはトリフルオロメチルであ
り；
　ｍは０～１であり；
　ｎは０～２である、
化合物。
（項目４）
化学式（ＩＩ－Ｃ）～（ＩＩ－Ｇ）によって表される項目２に記載の化合物。
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【化１７７】

（項目５）
項目２に記載の化合物であって、ここで：
　Ｒ３は、置換されるとき、独立して存在する１～４個の－Ｒ５で置換され、ここで、Ｒ
５は－Ｒ５ａ、－Ｒ５ｄ、－Ｌ３－Ｒ５ｄ、または－Ｖ３－Ｌ３－Ｒ５ｄであり；
　存在するＲ５ａの各々は、独立して、ハロゲン、Ｃ１～３脂肪族、－ＣＮ、－ＮＯ２、
－Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－ＯＲ５ｂ、－ＳＲ５ｃ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ５ｃ、－Ｓ（Ｏ）Ｒ５ｃ、
－Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（
Ｒ５ｂ）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｎ（Ｒ５

ｅ）ＳＯ２Ｒ５ｃ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５

ｂ）２、もしくは－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ５ｂ）２であるか、またはＲ５ｄｄ、ハロ
ゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－ＯＲ５ｂ、－ＳＲ５ｃ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ
５ｃ、－Ｓ（Ｏ）Ｒ５ｃ、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５

ｂ）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ
（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｒ５ｃ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｎ（
Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、もしくは－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ５ｂ）２で置換
されたＣ１～４脂肪族であり；
　存在するＲ５ｂの各々は、独立して、水素であるか、またはＣ１～６脂肪族、もしくは
３～１０員脂環式、もしくは窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘ
テロ原子を有する４～１０員ヘテロシクリル、もしくは６～１０員アリール、もしくは窒
素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘ
テロアリールから選択される任意に置換された基であるか；あるいは同じ窒素原子上に存
在する２個のＲ５ｂが、それらが結合している窒素原子と一緒になって、窒素、酸素およ
び硫黄から選択される０～１個のさらなるヘテロ原子を有する任意に置換された４～７員
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ヘテロシクリル環を形成でき；
　存在するＲ５ｃの各々は、独立して、Ｃ１～６脂肪族、または３～１０員脂環式、また
は窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する４～１０
員ヘテロシクリル、または６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立し
て選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリールから選択される任
意に置換された基であり；
　存在するＲ５ｄの各々は、６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立
して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリールから選択される
任意に置換された基であり；
　存在するＲ５ｄｄの各々は、６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独
立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリールから選択され
る任意に置換された基であり；
　存在するＲ５ｅの各々は、独立して、水素または任意に置換されたＣ１～６脂肪族基で
あり；
　存在するＶ３の各々は、独立して、－Ｎ（Ｒ５ｅ）、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、
－Ｓ（Ｏ）２－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｅ）－、－Ｓ（Ｏ
）２Ｎ（Ｒ５ｅ）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｅ）－、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｎ（
Ｒ５ｅ）ＳＯ２－、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｅ）
－、－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ５ｅ）－、－ＯＣ（Ｏ）－、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５

ｅ）Ｏ－であり；
　Ｌ３は任意に置換されたＣ１～３アルキレン鎖であり、ここで、１個の炭素原子が－Ｃ
ＲＡ＝ＣＲＡ－で置き換えられてもよい、
化合物。
（項目６）
項目５に記載の化合物であって、ここで：
　Ｇは－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚ－Ｒ３、－Ｃ（Ｏ）－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚ

－Ｒ３、－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚ－Ｒ３、－Ｓ（Ｏ）２－［Ｃ（
Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚ－Ｒ３、－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｙ－Ｖ２ａ－Ｒ３、または－
Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）－Ｖ２ａ’－Ｒ３であり、
　Ｒ６は水素、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ３～６脂環式、もしくは６～１０員アリールであり；
　Ｒ６’は水素、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ３～６脂環式、もしくは６～１０員アリールである
か；または
　Ｒ６およびＲ６’は、一緒になって、Ｃ３～６脂環式基を形成し；
　Ｖ２ａは－Ｃ（Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
４ａ）－であり；
　Ｖ２ａ’は－Ｏ－、－Ｓ－、または－Ｎ（Ｒ４ａ）－であり；
　Ｒ１はクロロ、フルオロ、シアノ、ヒドロキシ、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメ
トキシ、トリフルオロメチル、メチル、またはエチルであり；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、メチル、またはトリフルオロメチルであ
り；
　ｍは０～１であり；
　ｎは０～２であり；
　ｙは２～３であり；
　ｚは０～３である、
化合物。
（項目７）
項目６に記載の化合物であって、ここで：
　Ｇは－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚ－Ｒ３、－Ｃ（Ｏ）－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚ

－Ｒ３、または－Ｓ（Ｏ）２－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚ－Ｒ３であり；
　ｍは０であり；
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　ｎは０であり；
　ｚは０～１であり；
　Ｒ３は－Ｒ３ａであり；
　Ｒ３ａは非置換もしくは置換６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独
立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する非置換もしくは置換５～１０員ヘテロア
リールであり；ここで、Ｒ３ａは、置換される場合には、０～１個存在する－Ｒ５ａおよ
び１個存在する－Ｒ５ｄで置換され；
　Ｒ５ａはクロロ、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、Ｃ１～６フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ

１～６アルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フルオロアルキル、シアノ、ヒドロキシ、－ＮＨＣ（Ｏ
）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、－Ｃ（Ｏ
）ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ

１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、または－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ

１～６アルキルであり；
　Ｒ５ｄは非置換であるかまたは１～２個存在する－Ｒ７ａで置換され；
　存在するＲ７ａの各々は、独立して、クロロ、フルオロ、ブロモ、ヨード、Ｃ１～６ア
ルキル、
Ｃ１～６フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ１～６アルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フルオロアルキル
、シアノ、ヒドロキシ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アルキル、－
Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６

アルキル）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アル
キル）２、または－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～６アルキルである、
化合物。
（項目８）
項目６に記載の化合物であって、ここで：
　ｍは０であり；
　ｎは０であり；
　Ｒ３は－Ｒ３ｄであり；
　Ｒ３ｄは非置換もしくは置換Ｃ１～６脂肪族、または非置換もしくは置換３～１０員脂
環式、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有す
る非置換もしくは置換４～１０員ヘテロシクリル、または非置換もしくは置換６～１０員
アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を
有する非置換もしくは置換５～１０員ヘテロアリールであり；ここで、Ｒ３ｄは、置換さ
れる場合には、１～２個存在する－Ｒ５ａで置換され；
　存在するＲ５ａの各々は、独立して、クロロ、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、Ｃ１～６

フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ１～６アルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フルオロアルキル、シアノ
、ヒドロキシ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｎ（Ｃ１

～６アルキル）２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル
）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２

、または－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～６アルキルである、
化合物。
（項目９）
化学式（ＩＩ－Ａ）または（ＩＩ－Ｂ）の化合物：
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【化１７８】

またはその薬学的に受容可能な塩であって、
　ここで：
　Ｇは－Ｒ３、－Ｖ１－Ｒ３、－Ｖ１－Ｌ１－Ｒ３、－Ｌ１－Ｖ２－Ｒ３、－Ｌ１－Ｒ３

、または－Ｌ１－Ｖ２－Ｌ２－Ｒ３であり；
　Ｌ１およびＬ２は、各々独立して、非置換もしくは置換Ｃ１～３アルキレン鎖であり、
ここで、１個の炭素原子が－ＣＲＡ＝ＣＲＡ－で置き換えられてもよく；
　Ｖ１は－Ｓ（Ｏ）２－であり；
　Ｖ２は－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｓ）－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－
、－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｃ（Ｏ）－、－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－ＳＯ２－
、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２

－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－
Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－、または－Ｎ（Ｒ４ａ）－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ４ａ）－であり
；
　Ｒ３は非置換もしくは置換Ｃ１～６脂肪族、または非置換もしくは置換３～１０員脂環
式、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する
非置換もしくは置換４～１０員ヘテロシクリル、または非置換もしくは置換６～１０員ア
リール、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有
する非置換もしくは置換５～１０員ヘテロアリールであり；
　存在するＲＡの各々は、独立して、水素、ハロ、または任意に置換されたＣ１～４脂肪
族基であり；
　存在するＲ４ａの各々は、独立して、水素、または任意に置換されたＣ１～４脂肪族基
であり；
　Ｂ環はｍ個存在するＲ１で任意にさらに置換され；
　存在するＲ１の各々は、独立して、ハロ、Ｃ１～３アルキル、Ｃ１～３ハロアルキル、
－Ｏ－Ｃ１～３アルキル、－Ｏ－Ｃ１～３ハロアルキル、－ＣＮ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～

３アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～３アルキル、またはＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～３アル
キルであり；
　Ａ環は、ｎ個存在するＲ２で任意にさらに置換され；
　存在するＲ２の各々は、独立して、ハロ、Ｃ１～３アルキル、Ｃ１～３ハロアルキル、
－Ｏ－Ｃ１～３アルキル、－Ｏ－Ｃ１～３ハロアルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～３アルキ
ル、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～３アルキル、またはＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～３アルキルであ
り；
　ｍは０～２であり；
　ｎは０～４である、
化合物。
（項目１０）
化学式（Ｉ）の化合物：
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【化１７９】

またはその薬学的に受容可能な塩であって、
　ここで：
　ｐは０でありかつｑは１であるか、またはｐは１でありかつｑは１であり；
　Ｇは－Ｒ３、－Ｖ１－Ｒ３、－Ｖ１－Ｌ１－Ｒ３、－Ｌ１－Ｖ１－Ｒ３、－Ｌ２－Ｖ２

－Ｒ３、－Ｖ１－Ｌ１－Ｖ２－Ｒ３、または－Ｌ１－Ｒ３であり；
　Ｌ１は任意に置換されたＣ１～３アルキレン鎖であり、ここで、１個の炭素原子が－Ｃ
ＲＡ＝ＣＲＡ－で置き換えられてもよく；
　Ｌ２は任意に置換されたＣ２～３アルキレン鎖であり、ここで、１個の炭素原子が－Ｃ
ＲＡ＝ＣＲＡ－で置き換えられてもよく；
　Ｖ１は－Ｃ（Ｓ）－または－Ｓ（Ｏ）２－であり；
　Ｖ２は－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｓ）－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－
、－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｃ（Ｏ）－、－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－ＳＯ２－
、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２

－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－
Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－、または－Ｎ（Ｒ４ａ）－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ４ａ）－であり
；
　Ｒ３は非置換もしくは置換Ｃ１～６脂肪族、または非置換もしくは置換３～１０員脂環
式、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する
非置換もしくは置換４～１０員ヘテロシクリル、または非置換もしくは置換６～１０員ア
リール、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有
する非置換もしくは置換５～１０員ヘテロアリールであり；
　存在するＲＡの各々は、独立して、水素、フルオロ、または非置換もしくは置換Ｃ１～

４脂肪族であり；
　存在するＲ４ａの各々は、独立して、水素、または非置換もしくは置換Ｃ１～４脂肪族
であり；
　Ｂ環はｍ個存在するＲ１で任意にさらに置換され；
　存在するＲ１の各々は、独立して、クロロ、フルオロ、－Ｏ－Ｃ１～４アルキル、シア
ノ、ヒドロキシ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フルオロアルキルであり；
　Ａ環はｎ個存在するＲ２で任意にさらに置換され；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フル
オロアルキルであり；
　ｍは０～２であり；
　ｎは０～４である、
化合物。
（項目１１）
項目１０に記載の化合物であって、ここで：
　Ｇは－Ｒ３、－Ｖ１－Ｒ３、または－Ｌ１－Ｒ３であり；かつ
　Ｖ１は－Ｓ（Ｏ）２－であり；
　Ｒ１はクロロ、フルオロ、シアノ、ヒドロキシ、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメ
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トキシ、トリフルオロメチル、メチル、またはエチルであり；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、メチル、またはトリフルオロメチルであ
り；
　ｍは０～１であり；
　ｎは０～２である、
化合物。
（項目１２）
項目１０に記載の化合物であって、ここで：
　Ｒ３は、置換される場合、独立して存在する１～４個の－Ｒ５で置換され、ここで、Ｒ
５は－Ｒ５ａ、－Ｒ５ｄ、－Ｌ３－Ｒ５ｄ、または－Ｖ３－Ｌ３－Ｒ５ｄであり；
　存在するＲ５ａの各々は、独立して、ハロゲン、Ｃ１～３脂肪族、－ＣＮ、－ＮＯ２、
－Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－ＯＲ５ｂ、－ＳＲ５ｃ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ５ｃ、－Ｓ（Ｏ）Ｒ５ｃ、
－Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（
Ｒ５ｂ）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｎ（Ｒ５

ｅ）ＳＯ２Ｒ５ｃ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５

ｂ）２、もしくはＮ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ５ｂ）２であるか、またはＲ５ｄｄ、ハロゲ
ン、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－ＯＲ５ｂ、－ＳＲ５ｃ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ５

ｃ、－Ｓ（Ｏ）Ｒ５ｃ、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ

）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（
Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｒ５ｃ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｎ（Ｒ
５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、もしくは－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ５ｂ）２で置換さ
れたＣ１～４脂肪族であり；
　存在するＲ５ｂの各々は、独立して、水素であるか、またはＣ１～６脂肪族、もしくは
３～１０員脂環式、もしくは窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘ
テロ原子を有する４～１０員ヘテロシクリル、もしくは６～１０員アリール、もしくは窒
素、酸素および硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘ
テロアリールから選択される任意に置換された基であるか；あるいは同じ窒素原子上に存
在する２個のＲ５ｂが、それらが結合している窒素と一緒になって、窒素、酸素および硫
黄から選択される０～１個のさらなるヘテロ原子を有する任意に置換された４～７員ヘテ
ロシクリル環を形成でき；
　存在するＲ５ｃの各々は、独立して、Ｃ１～６脂肪族、または３～１０員脂環式、また
は窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する４～１０
員ヘテロシクリル、または６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立し
て選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリールから選択される任
意に置換された基であり；
　存在するＲ５ｄの各々は、６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立
して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリールから選択される
任意に置換された基であり；
　存在するＲ５ｄｄの各々は、６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独
立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリールから選択され
る任意に置換された基であり；
　存在するＲ５ｅの各々は、独立して、水素または任意に置換されたＣ１～６脂肪族基で
あり；
　存在するＶ３の各々は、独立して、－Ｎ（Ｒ５ｅ）、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、
－Ｓ（Ｏ）２－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｅ）－、－Ｓ（Ｏ
）２Ｎ（Ｒ５ｅ）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｅ）－、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｎ（
Ｒ５ｅ）ＳＯ２－、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｅ）
－、－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ５ｅ）－、－ＯＣ（Ｏ）－、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５

ｅ）Ｏ－であり；
　Ｌ３は任意に置換されたＣ１～３アルキレン鎖であり、ここで、１個の炭素原子が－Ｃ
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ＲＡ＝ＣＲＡ－で置き換えられてもよい、
化合物。
（項目１３）
項目１２に記載の化合物であって、ここで：
　Ｇは－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚ－Ｒ３、－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｙ－Ｖ２ａ－
Ｒ３、－Ｓ（Ｏ）２－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｙ－Ｖ２ａ－Ｒ３、－Ｓ（Ｏ）２－Ｃ（
Ｒ６）（Ｒ６’）－Ｖ２ａ－Ｒ３、または－Ｓ（Ｏ）２－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚ－
Ｒ３であり；
　Ｒ６は水素、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ３～６脂環式、もしくは６～１０員アリールであり；
　Ｒ６’は水素、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ３～６脂環式、もしくは６～１０員アリールである
か；または
　Ｒ６およびＲ６’は、一緒になって、Ｃ３～６脂環式基を形成し；
　Ｖ２ａは－Ｏ－または－ＮＨ－であり；
　Ｒ１はクロロ、フルオロ、シアノ、ヒドロキシ、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメ
トキシ、トリフルオロメチル、メチル、またはエチルであり；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、メチル、またはトリフルオロメチルであ
り；
　ｍは０～１であり；
　ｎは０～２であり；
　ｙは２～３であり；
　ｚは０～３である、
化合物。
（項目１４）
項目１３に記載の化合物であって、ここで：
　Ｇは－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚ－Ｒ３または－Ｓ（Ｏ）２－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’

）］ｚ－Ｒ３であり；
　ｍは０であり；
　ｎは０であり；
　ｚは０～１であり；
　Ｒ３は－Ｒ３ａであり；
　Ｒ３ａは非置換もしくは置換６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独
立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する非置換もしくは置換５～１０員ヘテロア
リールであり；ここで、Ｒ３ａは、置換される場合、０～１個存在する－Ｒ５ａおよび１
個存在する－Ｒ５ｄで置換され；
　存在するＲ５ａの各々は、独立して、クロロ、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、Ｃ１～６

フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ１～６アルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フルオロアルキル、シアノ
、ヒドロキシ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｎ（Ｃ１

～６アルキル）２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル
）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２

、または－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～６アルキルであり；
　Ｒ５ｄは非置換であるかまたは１～２個存在する－Ｒ７ａで置換され；
　存在するＲ７ａの各々は、独立して、クロロ、フルオロ、ブロモ、ヨード、Ｃ１～６ア
ルキル、Ｃ１～６フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ１～６アルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フルオロ
アルキル、シアノ、ヒドロキシ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アル
キル、－Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（
Ｃ１～６アルキル）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１

～６アルキル）２、または－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～６アルキルである、
化合物。
（項目１５）
ｐが１でありかつｑが１である、項目１４に記載の化合物。
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（項目１６）
項目１３に記載の化合物であって、ここで：
　ｍは０であり；
　ｎは０であり；
　Ｒ３は－Ｒ３ｄであり；
　Ｒ３ｄは非置換もしくは置換Ｃ１～６脂肪族、または非置換もしくは置換３～１０員脂
環式、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有す
る非置換もしくは置換４～１０員ヘテロシクリル、または非置換もしくは置換６～１０員
アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を
有する非置換もしくは置換５～１０員ヘテロアリールであり；ここで、Ｒ３ｄは、置換さ
れる場合、独立して存在する０～２個の－Ｒ５ａで置換され；
　存在するＲ５ａの各々は、独立して、クロロ、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、Ｃ１～６

フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ１～６アルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フルオロアルキル、シアノ
、ヒドロキシ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｎ（Ｃ１

～６アルキル）２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル
）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２

、または－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～６アルキルである、
化合物。
（項目１７）
ｐが１でありかつｑが１である、項目１６に記載の化合物。
（項目１８）
化学式（ＩＩ－Ａ）または（ＩＩ－Ｂ）の化合物：
【化１８０】

またはその薬学的に受容可能な塩であって、ここで：
　Ｇは－Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）－Ｒ３、－Ｃ（Ｏ）－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｕ－Ｒ３

、または－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｕ－Ｒ３であり；
　Ｒ６は水素、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ３～６脂環式、もしくは６～１０員アリールであり；
　Ｒ６’は水素、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ３～６脂環式、もしくは６～１０員アリールである
か；または
　Ｒ６およびＲ６’は、一緒になって、Ｃ３～６脂環式基を形成し；
　ここで、存在するＲ６の少なくとも１個はＲ６”であり；
　Ｒ６”はＣ１～４脂肪族、Ｃ３～６脂環式、または６～１０員アリールであり；
　Ｒ３は－Ｒ３ｄであり；
　Ｒ３ｄは非置換もしくは置換Ｃ１～６脂肪族、または非置換もしくは置換３～１０員脂
環式、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有す
る非置換もしくは置換４～１０員ヘテロシクリル、または非置換もしくは置換６～１０員
アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を
有する非置換もしくは置換５～１０員ヘテロアリールであり；ここで、Ｒ３ｄは、置換さ
れる場合、独立して存在する０～２個の－Ｒ５ａで置換され；
　存在するＲ５ａの各々は、独立して、ハロゲン、Ｃ１～３脂肪族、－ＣＮ、－ＮＯ２、
－Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－ＯＲ５ｂ、－ＳＲ５ｃ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ５ｃ、－Ｓ（Ｏ）Ｒ５ｃ、
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－Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（
Ｒ５ｂ）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｎ（Ｒ５

ｅ）ＳＯ２Ｒ５ｃ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５

ｂ）２もしくは－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ５ｂ）２であるか、またはＲ５ｄｄ、ハロゲ
ン、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－ＯＲ５ｂ、－ＳＲ５ｃ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ５

ｃ、－Ｓ（Ｏ）Ｒ５ｃ、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ

）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（
Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｒ５ｃ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｎ（Ｒ
５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２もしくは－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ５ｂ）２で置換され
たＣ１～４脂肪族であり；
　存在するＲ５ｂの各々は、独立して、水素であるか、またはＣ１～６脂肪族、もしくは
３～１０員脂環式、もしくは窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘ
テロ原子を有する４～１０員ヘテロシクリル、もしくは６～１０員アリール、もしくは窒
素、酸素および硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘ
テロアリールから選択される任意に置換された基であるか；あるいは同じ窒素原子上に存
在する２個のＲ５ｂは、これらが結合している窒素原子と一緒になって、窒素、酸素およ
び硫黄から選択される０～１個のさらなるヘテロ原子を有する任意に置換された４～７員
ヘテロシクリル環を形成し；
　存在するＲ５ｃの各々は、独立して、Ｃ１～６脂肪族、または３～１０員脂環式、また
は窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する４～１０
員ヘテロシクリル、または６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立し
て選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリールから選択される任
意に置換された基であり；
　存在するＲ５ｄｄの各々は、６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独
立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリールから選択され
る任意に置換された基であり；
　存在するＲ５ｅの各々は、独立して、水素または任意に置換されたＣ１～６脂肪族基で
あり；
　ｕは１～２であり；
　Ｂ環はｍ個存在するＲ１で任意にさらに置換され；
　存在するＲ１の各々は、独立して、ハロ、Ｃ１～３アルキル、Ｃ１～３ハロアルキル、
－Ｏ－Ｃ１～３アルキル、－Ｏ－Ｃ１～３ハロアルキル、－ＣＮ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～

３アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～３アルキル、またはＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～３アル
キルであり；
　Ａ環はｎ個存在するＲ２で任意にさらに置換され；
　存在するＲ２の各々は、独立して、ハロ、Ｃ１～３アルキル、Ｃ１～３ハロアルキル、
－Ｏ－Ｃ１～３アルキル、－Ｏ－Ｃ１～３ハロアルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～３アルキ
ル、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～３アルキル、またはＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～３アルキルであ
り；
　ｍは０～２であり；
　ｎは０～４である、
化合物。
（項目１９）
化学式（Ｉ）の化合物：
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【化１８１】

またはその薬学的に受容可能な塩であって、
　ここで：
　ｐは０でありかつｑは１であるか、またはｐは１でありかつｑは１であり；
　Ｇは－Ｃ（Ｏ）－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚｚ－Ｒ３ｇ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）
－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚｚ－Ｒ３ｇ’、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）
］ｚｚ－Ｒ３ｇ’、－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）－Ｖ２ａ’－Ｒ３ｇ、－Ｃ（Ｏ）
－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ３ｇ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－［Ｃ（
Ｒ６）（Ｒ６’）］ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ３ｇ、または－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６

’）］ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ３ｇであり；
　Ｒ６は水素、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ３～６脂環式、もしくは６～１０員アリールであり；
　Ｒ６’は水素、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ３～６脂環式、もしくは６～１０員アリールである
か；または
　Ｒ６およびＲ６’は一緒になってＣ３～６脂環式基を形成し；
　ここで、存在するＲ６の少なくとも１個はＲ６”であり；　
　Ｒ６”はＣ１～４脂肪族、Ｃ３～６脂環式、または６～１０員アリールであり；
　Ｖ２ａは－Ｃ（Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
４ａ）－であり；
　Ｖ２ａ’は－Ｏ－、－Ｓ－、または－Ｎ（Ｒ４ａ）－であり；
　Ｒ３ｇは非置換もしくは置換Ｃ１～６脂肪族、または非置換もしくは置換３～１０員脂
環式、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有す
る非置換もしくは置換４～１０員ヘテロシクリル、または非置換もしくは置換６～１０員
アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を
有する非置換もしくは置換５～１０員ヘテロアリールであり；
　Ｒ３ｇ’は非置換もしくは置換３～１０員脂環式、または窒素、酸素および硫黄から独
立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する非置換もしくは置換４～１０員ヘテロシ
クリル、または非置換もしくは置換６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄か
ら独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する非置換もしくは置換５～１０員ヘテ
ロアリールであり；
　Ｒ４ａは独立して、水素、または非置換もしくは置換Ｃ１～４脂肪族であり；
　Ｂ環はｍ個存在するＲ１で任意にさらに置換され；
　存在するＲ１の各々は、独立して、クロロ、フルオロ、－Ｏ－Ｃ１～４アルキル、シア
ノ、ヒドロキシ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フルオロアルキルであり；
　Ａ環はｎ個存在するＲ２で任意にさらに置換され；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フル
オロアルキルであり；
　ｚｚは１～３であり；
　ｙｙは２～３であり；
　ｍは０～２であり；
　ｎは０～４である、
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化合物。
（項目２０）
項目１９に記載の化合物であって、ここで：
　Ｇは－Ｃ（Ｏ）－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚｚ－Ｒ３ｇ、－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－［Ｃ（
Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚｚ－Ｒ３ｇ’、または－Ｃ（Ｏ）－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｙｙ

－Ｖ２ａ－Ｒ３ｇであり；
　Ｒ１はクロロ、フルオロ、シアノ、ヒドロキシ、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメ
トキシ、トリフルオロメチル、メチル、またはエチルであり；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、メチル、またはトリフルオロメチルであ
り；
　ｍは０～１であり；
　ｎは０～２である、
化合物。
（項目２１）
項目１９に記載の化合物であって、ここで：
　Ｒ３ｇまたはＲ３ｇ’は、置換されるとき、独立して存在する１～４個の－Ｒ５で置換
され、ここで、Ｒ５は－Ｒ５ａ、－Ｒ５ｄ、－Ｌ３－Ｒ５ｄ、または－Ｖ３－Ｌ３－Ｒ５

ｄであり；　
　存在するＲ５ａの各々は、独立して、ハロゲン、Ｃ１～３脂肪族、－ＣＮ、－ＮＯ２、
－Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－ＯＲ５ｂ、－ＳＲ５ｃ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ５ｃ、－Ｓ（Ｏ）Ｒ５ｃ、
－Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（
Ｒ５ｂ）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｎ（Ｒ５

ｅ）ＳＯ２Ｒ５ｃ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５

ｂ）２、もしくは－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ５ｂ）２であるか、またはＲ５ｄｄ、ハロ
ゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－ＯＲ５ｂ、－ＳＲ５ｃ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ
５ｃ、－Ｓ（Ｏ）Ｒ５ｃ、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５

ｂ）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ
（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｒ５ｃ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｂ、－Ｎ（
Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｂ）２もしくは－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ５ｂ）２で置換さ
れたＣ１～４脂肪族であり；
　存在するＲ５ｂの各々は、独立して、水素であるか、またはＣ１～６脂肪族、もしくは
３～１０員脂環式、もしくは窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘ
テロ原子を有する４～１０員ヘテロシクリル、もしくは６～１０員アリール、もしくは窒
素、酸素および硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘ
テロアリールから選択される任意に置換された基であるか；あるいは同じ窒素原子上に存
在する２個のＲ５ｂは、これらが結合している窒素原子と一緒になって、窒素、酸素およ
び硫黄から選択される０～１個のさらなるヘテロ原子を有する任意に置換された４～７員
ヘテロシクリル環を形成でき；
　存在するＲ５ｃの各々は、独立して、Ｃ１～６脂肪族、または３～１０員脂環式、また
は窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する４～１０
員ヘテロシクリル、または６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立し
て選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリールから選択される任
意に置換された基であり；
　存在するＲ５ｄの各々は、６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立
して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリールから選択される
任意に置換された基であり；
　存在するＲ５ｄｄの各々は、６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独
立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリールから選択され
る任意に置換された基であり；
　存在するＲ５ｅの各々は、独立して、水素または任意に置換されたＣ１～６脂肪族基で
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あり；
　存在するＶ３の各々は、独立して、－Ｎ（Ｒ５ｅ）、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、
－Ｓ（Ｏ）２－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｅ）－、－Ｓ（Ｏ
）２Ｎ（Ｒ５ｅ）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｅ）－、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｎ（
Ｒ５ｅ）ＳＯ２－、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５ｅ）
－、－Ｎ（Ｒ５ｅ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ５ｅ）－、－ＯＣ（Ｏ）－、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５

ｅ）－Ｏ－であり；
　Ｌ３は、任意に置換されたＣ１～３アルキレン鎖であり、ここで、１個の炭素原子は－
ＣＲＡ＝ＣＲＡ－で置き換えられてもよい、
化合物。
（項目２２）
項目２１に記載の化合物であって、ここで：
　Ｇは－Ｃ（Ｏ）－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚｚ－Ｒ３ｇ、－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－［Ｃ（
Ｒ６）（Ｒ６’）］ｚｚ－Ｒ３ｇ’、－Ｃ（Ｏ）－［Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）］ｙｙ－Ｖ２

ａ－Ｒ３ｇ、または－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）－Ｖ２ａ’－Ｒ３ｇであり；
　Ｒ６は水素もしくはＣ１～４脂肪族であり；
　Ｒ６’は水素もしくはＣ１～４脂肪族であるか；または
　Ｒ６およびＲ６’は、一緒になって、Ｃ３～６脂環式基を形成し；
　Ｒ６’’はＣ１～４脂肪族であり；
　Ｖ２ａは－Ｏ－または－ＮＨ－であり；
　Ｖ２ａ’は－Ｏ－または－ＮＨ－であり；
　Ｒ１はクロロ、フルオロ、シアノ、ヒドロキシ、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメ
トキシ、トリフルオロメチル、メチル、またはエチルであり；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、メチル、またはトリフルオロメチルであ
り；
　ｍは０～１であり；
　ｎは０～２である、
化合物。
（項目２３）
項目２２に記載の化合物であって、ここで：
　Ｇは－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）－Ｒ３ｇであり；
　ｍは０であり；
　ｎは０であり；
　Ｒ３ｇは、置換される場合、０～１個存在する－Ｒ５ａおよび１個存在する－Ｒ５ｄで
置換され；
　Ｒ５ａはクロロ、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、Ｃ１～６フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ

１～６アルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フルオロアルキル、シアノ、ヒドロキシ、－ＮＨＣ（Ｏ
）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、－Ｃ（Ｏ
）ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ

１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、または－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ

１～６アルキルであり；
　Ｒ５ｄは非置換もしくは１～２個存在する－Ｒ７ａで置換され；
　存在するＲ７ａの各々は、独立して、クロロ、フルオロ、ブロモ、ヨード、Ｃ１～６ア
ルキル、Ｃ１～６フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ１～６アルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フルオロ
アルキル、シアノ、ヒドロキシ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アル
キル、－Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（
Ｃ１～６アルキル）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１

～６アルキル）２、または－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～６アルキルである、
化合物。
（項目２４）
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ｐが１でありかつｑが１である、項目２３に記載の化合物。
（項目２５）
項目２２に記載の化合物であって、ここで：
　Ｇは－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｒ６）（Ｒ６’）－Ｒ３ｇであり；
　ｍは０であり；
　ｎは０であり；
　Ｒ３ｇは、置換される場合、０～２個存在する－Ｒ５ａで置換され；
　存在するＲ５ａの各々は、独立して、クロロ、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、Ｃ１～６

フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ１～６アルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フルオロアルキル、シアノ
、ヒドロキシ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｎ（Ｃ１

～６アルキル）２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル
）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２

、または－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～６アルキルである、
化合物。
（項目２６）
ｐが１でありかつｑが１である、項目２５に記載の化合物。
（項目２７）
化学式（Ｉ）の化合物：
【化１８２】

またはその薬学的に受容可能な塩であって、ここで：
　ｐは０でありかつｑは１であるか、またはｐは１でありかつｑは１であり；
　Ｇは－Ｃ（Ｏ）－（ＣＨ２）ｚｚ－Ｒ３ｅ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－（ＣＨ２）ｚ

ｚ－Ｒ３ｅ、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｚｚ－Ｒ３ｅ、－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２－Ｖ２ａ’

－Ｒ３ｅ、－Ｃ（Ｏ）－（ＣＨ２）ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ３ｅ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－
（ＣＨ２）ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ３ｅ、または－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ
３ｅであり、
　Ｒ３ｅは非置換もしくは置換７～１０員脂環式、または窒素、酸素および硫黄から独立
して選択される１～４個のヘテロ原子を有する非置換もしくは置換７～１０員ヘテロシク
リル、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される３～５個のヘテロ原子を有す
る非置換もしくは置換５～１０員ヘテロアリールであり；
　Ｖ２ａは－Ｃ（Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
４ａ）－であり；
　Ｖ２ａ’は－Ｏ－、－Ｓ－、または－Ｎ（Ｒ４ａ）－であり；
　存在するＲ４ａの各々は、独立して、水素、または非置換もしくは置換Ｃ１～４脂肪族
であり；
　Ｂ環はｍ個存在するＲ１で任意にさらに置換され；
　存在するＲ１の各々は、独立して、クロロ、フルオロ、－Ｏ－Ｃ１～４アルキル、シア
ノ、ヒドロキシ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フルオロアルキルであり；
　Ａ環はｎ個存在するＲ２で任意にさらに置換され；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フル
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オロアルキルであり；
　ｚｚは０～３であり；
　ｙｙは２～３であり；
　ｍは０～２であり；
　ｎは０～４である、
化合物。
（項目２８）
項目２７に記載の化合物であって、ここで：
　Ｒ１はクロロ、フルオロ、シアノ、ヒドロキシ、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメ
トキシ、トリフルオロメチル、メチル、またはエチルであり；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、メチル、またはトリフルオロメチルであ
り；
　ｍは０～１であり；
　ｎは０～２である、
化合物。
（項目２９）
項目２７に記載の化合物であって、ここで：
　Ｒ３ｅは、置換される場合、０～１個存在する－Ｒ５ａおよび０～１個存在する－Ｒ５

ｄで置換され；
　存在するＲ５ａの各々は、独立して、クロロ、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、Ｃ１～６

フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ１～６アルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フルオロアルキル、シアノ
、ヒドロキシ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｎ（Ｃ１

～６アルキル）２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル
）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２

、または－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～６アルキルであり；
　存在するＲ５ｄの各々は、６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立
して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリールから選択される
任意に置換された基であり；ここで、Ｒ５ｄは、置換される場合、１～２個存在する－Ｒ
７ａで置換され；
　存在するＲ７ａの各々は、独立して、クロロ、フルオロ、ブロモ、ヨード、Ｃ１～６ア
ルキル、Ｃ１～６フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ１～６アルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フルオロ
アルキル、シアノ、ヒドロキシ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アル
キル、－Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（
Ｃ１～６アルキル）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１

～６アルキル）２、または－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～６アルキルである、
化合物。
（項目３０）
項目２９に記載の化合物であって、ここで：
　Ｇは－Ｃ（Ｏ）－Ｒ３ｅ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｒ３ｅ、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ３

ｅ、－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２－Ｒ３ｅ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－ＣＨ２－Ｒ３ｅ、または
－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－ＣＨ２－Ｒ３ｅであり；
Ｒ３ｅはトリアゾリル、チアジアゾリル、オキサジアゾリル、ベンゾチアジアゾリル、２
，３－４Ｈ－フロ［３，２－ｂ］ピロリル、ピラゾロピリミジニル、プリニル、プテリジ
ニル、キヌクリジニル、ジアゼピニル、デカヒドロキノリニル、オキサゼピニル、チアゼ
ピニル、オキサゼピニル、チアゼピニル、シクロヘプチル、シクロオクチル、シクロヘプ
テニル、シクロオクテニル、ビシクロヘプタニル、ビシクロオクタニル、キヌクリジニル
、またはアダマンチルである、
化合物。
（項目３１）
項目２９に記載の化合物であって、ここで：
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　Ｒ１はクロロ、フルオロ、シアノ、ヒドロキシ、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメ
トキシ、トリフルオロメチル、メチル、またはエチルであり；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、メチル、またはトリフルオロメチルであ
り；
　ｍは０～１であり；
　ｎは０～２であり；
　ｐは１であり；
　ｑは１である、
化合物。
（項目３２）
化学式（Ｉ）の化合物：
【化１８３】

またはその薬学的に受容可能な塩であって、
　ここで：
　ｐは０でありかつｑは１であるか、またはｐは１でありかつｑは１であり；
　Ｇは－Ｃ（Ｏ）－（ＣＨ２）ｚｚ－Ｒ３ｆ、－Ｃ（Ｏ）-Ｎ（Ｒ４ａ）－（ＣＨ２）ｚ

ｚ－Ｒ３ｆ、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｚｚ－Ｒ３ｆ、－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２－Ｖ２ａ’

－Ｒ３ｆ、－Ｃ（Ｏ）－（ＣＨ２）ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ３ｆ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－
（ＣＨ２）ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ３ｆ、または－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ
３ｆであり；
　Ｒ３ｆは置換Ｃ１～６脂肪族、または置換３～６員脂環式、または窒素、酸素および硫
黄から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する置換４～６員ヘテロシクリル、
または置換６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１
～２個のヘテロ原子を有する置換５～１０員ヘテロアリールであり；ここで、Ｒ３ｆは独
立して存在する１～２個のＲ５ａａで置換され；
　存在するＲ５ａａの各々は、独立して、シアノ、ヒドロキシ、１～２個存在するＲ７ま
たはＲ８で置換されたＣ１～６脂肪族、Ｃ１～６フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フル
オロアルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ３～６シクロアルキ
ル、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－ＮＨＳ
（Ｏ）２Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、ま
たは１～２個存在する－Ｒ７ａで置換されたフェニルであり；
　存在するＲ７の各々は、独立して、窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～
４個のヘテロ原子を有する非置換もしくは置換４～１０員ヘテロシクリル、または非置換
もしくは置換６～１０員アリール、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される
１～５個のヘテロ原子を有する非置換もしくは置換５～１０員ヘテロアリールであり；
　存在するＲ８の各々は、独立して、クロロ、フルオロ、－ＯＨ、－Ｏ（Ｃ１～６アルキ
ル）、－ＣＮ、－Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、－ＮＨ（Ｃ１～６アルキル）、－Ｃ（Ｏ）
（Ｃ１～６アルキル）、－ＣＯ２Ｈ、－ＣＯ２（Ｃ１～６アルキル）、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２

、または－Ｃ（Ｏ）ＮＨ（Ｃ１～６アルキル）であり；
　存在するＲ７ａの各々は、独立して、クロロ、フルオロ、ブロモ、ヨード、Ｃ１～６ア
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ルキル、Ｃ１～６フルオロアルキル、－Ｏ－Ｃ１～６アルキル、－Ｏ－Ｃ１～６フルオロ
アルキル、シアノ、ヒドロキシ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、－ＮＨＣ１～６アル
キル、－Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（
Ｃ１～６アルキル）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１

～６アルキル）２、または－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｃ１～６アルキルであり；
　Ｖ２ａは－Ｃ（Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
４ａ）－であり；
　Ｖ２ａ’は－Ｏ－、－Ｓ－、または－Ｎ（Ｒ４ａ）－であり；
　存在するＲ４ａの各々は、独立して、水素、または非置換もしくは置換Ｃ１～４脂肪族
であり；
　Ｂ環はｍ個存在するＲ１で任意にさらに置換され；
　存在するＲ１の各々は、独立して、クロロ、フルオロ、－Ｏ－Ｃ１～４アルキル、シア
ノ、ヒドロキシ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フルオロアルキルであり；
　Ａ環はｎ個存在するＲ２で任意にさらに置換され；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フル
オロアルキルであり；
　ｚｚは０～３であり；
　ｙｙは２～３であり；
　ｍは０～２であり；
　ｎは０～４である、
化合物。
（項目３３）
項目３２に記載の化合物であって、ここで：
　Ｒ１はクロロ、フルオロ、シアノ、ヒドロキシ、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメ
トキシ、トリフルオロメチル、メチル、またはエチルであり；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、メチル、またはトリフルオロメチルであ
り；
　ｍは０～１であり；
　ｎは０～２である、
化合物。
（項目３４）
項目３２に記載の化合物であって、ここで：
　Ｇは－Ｃ（Ｏ）－Ｒ３ｆ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｒ３ｆ、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ３

ｆ、－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２－Ｒ３ｆ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－ＣＨ２－Ｒ３ｆ、または
－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－ＣＨ２－Ｒ３ｆである、
化合物。
（項目３５）
項目３２に記載の化合物であって、ここで：
　存在するＲ５ａａの各々は、独立して、シアノ、ヒドロキシ、トリフルオロメチル、ト
リフルオロメトキシ、－ＮＨＣ（Ｏ）ＣＨ３、－ＮＨＣ（Ｏ）－シクロプロピル、－Ｃ（
Ｏ）ＮＨＣＨ３、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＣＨ３、－ＮＨＳ（Ｏ）２ＣＨ３、－ＮＨＣＨ３、
－Ｎ（ＣＨ３）２、４－メトキシフェニル、３－クロロフェニル、４－クロロフェニル、
または３－メトキシフェニルである、
化合物。
（項目３６）
項目３２に記載の化合物であって、ここで：
ｐは１であり；かつ
ｑは１である、
化合物。
（項目３７）
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化学式（Ｉ）の化合物：
【化１８４】

またはその薬学的に受容可能な塩であって、
ここで：
　ｐは０でありかつｑは１であるか、またはｐは１でありかつｑは１であり；
　Ｇは－Ｃ（Ｏ）－（ＣＨ２）ｚｚ－Ｒ３ｈ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－（ＣＨ２）ｚ

ｚ－Ｒ３ｈ、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｚｚ－Ｒ３ｈ、－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２－Ｖ２ａ’

－Ｒ３ｈ、－Ｃ（Ｏ）－（ＣＨ２）ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ３ｈ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－
（ＣＨ２）ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ３ｈ、または－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｙｙ－Ｖ２ａ－Ｒ
３ｈであり；　
　Ｒ３ｈは非置換もしくは置換Ｃ１～６脂肪族、または非置換もしくは置換３～６員脂環
式、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する
非置換もしくは置換４～６員ヘテロシクリル、または非置換もしくは置換６～１０員アリ
ール、または窒素、酸素および硫黄から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有す
る置換５～１０員ヘテロアリールであり；ここで、Ｒ３ｈは、置換される場合、０～２個
存在するＲ５ａａａで置換され；
　存在するＲ５ａａａの各々は、独立して、クロロ、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、－Ｏ
－Ｃ１～６アルキル、またはフェニルであり；
　Ｖ２ａは－Ｃ（Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ（Ｒ４ａ）－、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
４ａ）－であり；
　Ｖ２ａ’は－Ｏ－、－Ｓ－、または－Ｎ（Ｒ４ａ）－であり；
　存在するＲ４ａの各々は、独立して、水素、または非置換もしくは置換Ｃ１～４脂肪族
であり；
　Ｂ環はｍ個存在するＲ１で任意にさらに置換され；
　存在するＲ１の各々は、独立して、クロロ、フルオロ、－Ｏ－Ｃ１～４アルキル、シア
ノ、ヒドロキシ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フルオロアルキルであり；
　Ａ環はｎ個存在するＲ２で任意にさらに置換され；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、Ｃ１～４アルキル、またはＣ１～４フル
オロアルキルであり；
　ｚｚは０～３であり；
　ｙｙは２～３であり；
　ｍは０～２であり；
　ｎは０～４であり；
　ｍとｎの合計は少なくとも１でなければならない、
化合物。
（項目３８）
項目３７に記載の化合物であって、ここで：
　Ｒ１はクロロ、フルオロ、シアノ、ヒドロキシ、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメ
トキシ、トリフルオロメチル、メチル、またはエチルであり；
　存在するＲ２の各々は、独立して、フルオロ、メチル、またはトリフルオロメチルであ
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り；
　ｍは１でありかつｎは０であるか、またはｍは０でありかつｎは１であるか、またはｍ
は０でありかつｎは２であるか、またはｍは１でありかつｎは２である、
化合物。
（項目３９）
項目３７に記載の化合物であって、ここで：
　Ｇは－Ｃ（Ｏ）－Ｒ３ｈ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－Ｒ３ｈ、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ３

ｈ、－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２－Ｒ３ｈ、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ４ａ）－ＣＨ２－Ｒ３ｈ、または
－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－ＣＨ２－Ｒ３ｈである、
化合物。
（項目４０）
項目３７に記載の化合物であって、ここで：
　ｐは１であり；かつ
ｑは１である、
化合物。
（項目４１）
項目１～４０のいずれか１項に記載の化合物および薬学的に受容可能なキャリアを含む薬
学的組成物。
（項目４２）
治療有効量の項目１～４０のいずれか１項に記載の化合物を患者に投与する工程を包含す
る、該患者における増殖性障害を治療する方法。
（項目４３）
前記増殖性障害が乳がん、肺がん、卵巣がん、多発性骨髄腫、急性骨髄性白血病、または
急性リンパ芽球性白血病である、項目４２に記載の方法。
（項目４４）
治療の必要がある患者において増殖性障害を治療する際に使用するための項目１～４０の
いずれか１項に記載の化合物またはその薬学的に受容可能な塩またはその薬学的組成物。
（項目４５）
前記増殖性障害が乳がん、肺がん、卵巣がん、多発性骨髄腫、急性骨髄性白血病、または
急性リンパ芽球性白血病である、項目４４に記載の化合物またはその薬学的に受容可能な
塩またはその薬学的組成物。
（項目４６）
活性成分としての項目１～４０のいずれか１項に記載の化合物またはその薬学的に受容可
能な塩、および薬学的に受容可能なキャリアを含む、治療が必要な患者における増殖性障
害の治療のための薬学的組成物。
（項目４７）
前記増殖性障害が乳がん、肺がん、卵巣がん、多発性骨髄腫、急性骨髄性白血病、または
急性リンパ芽球性白血病である、項目４６に記載の薬学的組成物。
（項目４８）
増殖性障害の治療のための薬学的組成物の調製のための項目１～４０のいずれか１項に記
載の化合物またはその薬学的に受容可能な塩の使用。
（項目４９）
前記増殖性障害が乳がん、肺がん、卵巣がん、多発性骨髄腫、急性骨髄性白血病、または
急性リンパ芽球性白血病である、項目４８に記載の使用。
（項目５０）
治療が必要な患者における増殖性障害の治療のための、有効量の項目１～４０のいずれか
１項に記載の化合物もしくはその薬学的に受容可能な塩またはその薬学的組成物の使用。
（項目５１）
前記増殖性障害が乳がん、肺がん、卵巣がん、多発性骨髄腫、急性骨髄性白血病、または
急性リンパ芽球性白血病である、項目５０に記載の使用。
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（項目５２）
増殖性障害を治療するための医薬の製造における項目１～４０のいずれか１項に記載の化
合物またはその薬学的に受容可能な塩の使用。
（項目５３）
前記増殖性障害が乳がん、肺がん、卵巣がん、多発性骨髄腫、急性骨髄性白血病、または
急性リンパ芽球性白血病である、項目５２に記載の使用。
（項目５４）
患者におけるＨＤＡＣ６活性を阻害するのに有効な量の項目１～４０のいずれか１項に記
載の化合物を含む薬学的組成物を投与する工程を包含する、該患者におけるＨＤＡＣ６活
性を阻害するための方法。
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